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本書はVer5からVer7最新版への機能UP内容を説明した資料です。
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概要（Ver5からの違い）（Ver7.30-Ver7.40の相違点は赤字「UPDATE」「NEW」で記載）

項目 内容 備考

対応OS Win7（32/64bit）、Win8（32/64bit）、Win8.1（32/64bit）、Win10（32/64bit）
WinServer2008R2（32/64bit）、WinServer2012（64bit） 、WinServer2012R2
（64bit）、WinServer2016（64bit）

UPDATE（7.40）

データベース SQLServer2008R2、SQLServer2012、SQLServer2014、SQLServer2016 UPDATE（7.40）

ACCESS ACCESS2013（32bit/64bit）、ACCESS2016（32bit/64bit）

１ 操作系 画面のイメージが変わります。（Ver5との比較）

２ ｼｽﾃﾑ連携 シートワークス連携（部品構成ツリー・工程情報の自動取込み）

３ 生産管理 加工機別山積み。

４ ｼｽﾃﾑ連携 DrABE連携（加工機別山崩しからの手配ファイル出力）

５ ｼｽﾃﾑ連携 vFactory連携（工程進捗の自動取込み）

６ ｼｽﾃﾑ連携 受注出荷と見積りの連携強化

７ 販売管理 数量、使用数の少数点以下入力および単位設定対応

８ 在庫管理 在庫詳細管理（本社、分工場等）対応

９ 品質管理 不良履歴管理

１０ 在庫管理 在庫変更履歴管理

Ver7.40 相違点説明
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項目 内容 備考

１１ 操作系 変更可能な画面フォームの拡張 UPDATE（7.40）

１２ 発注管理 材料Kg単価規定値からの材料単価一括更新

１３ 販売管理 納期色設定対応

１４ 発注管理 購入先別ロット単価対応

１５ 販売管理 ３段５行納品書を追加

１６ 販売管理 一括請求書発行および請求一覧表の追加

１７ 販売管理 売掛残高一覧、得意先元帳の追加

１８ 販売管理 入金情報登録方法の追加

１９ 原価管理 原価計算機能の追加

２０ 発注管理 伝票（複数品目）スタイル登録機能の追加

２１ 発注管理 買掛残高一覧、仕入先元帳の追加

２２ 発注管理 出金情報登録方法の追加

２３ 操作系 帳票選択画面の追加

２４ 販売管理 取引先別ロット単価対応

２５ 販売管理 単価変更履歴の追加

Ver7.40 相違点説明

概要（Ver5からの違い）（Ver7.30-Ver7.40の相違点は赤字「UPDATE」「NEW」で記載）
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項目 内容 備考

２６ 販売管理 受注データコピー機能の追加

２７ 販売管理 Kg単価受注機能の追加

２８ 生産管理 作業手配台帳の検索機能強化

２９ 生産管理 製品部品マスターで工程情報一覧の追加

３０ 生産管理 進捗実績の時間入力対応

３１ 販売管理 回収管理機能の追加

３２ 発注管理 支払管理機能の追加

３３ 生産管理 製品部品マスターコピー機能の改善

３４ 操作系 矢印操作の日付入力を追加

３５ 販売管理 取引先担当者の追加

３６ 発注管理 材料重量計算の改善

３７ 操作系 パラメータ設定画面の変更

３８ 操作系 パラメータ情報のコピー

３９ 生産管理 同一購入部品処理の追加

４０ 操作系 帳票番号リセットの追加

Ver7.40 相違点説明

概要（Ver5からの違い）（Ver7.30-Ver7.40の相違点は赤字「UPDATE」「NEW」で記載）
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項目 内容 備考

４１ 生産管理 予定日数の一括更新

４２ 生産管理 段取時間、加工時間の一括更新

４３ ｼｽﾃﾑ連携 PCLから加工時間の一括取り込み

４４ 生産管理 在庫数推移計算の追加

４５ 生産管理 ツリービューの改善

４６ 操作系 フローティング・ライセンスに対応

４７ 在庫管理 入庫・出庫操作による在庫更新機能の追加

４８ 生産管理 生産ロット管理機能の追加

４９ 生産管理 社内納期計算パラメータの追加

５０ 生産管理 工程パターン（工程一括入力マスター）による一括登録

５１ 発注管理 注文書Noの番号割り当て方法の追加

５２ 操作系 受注登録画面の改善

５３ 発注管理 発注画面での単位入力対応

５４ 生産管理 製品部品マスター詳細の改善

５５ 生産管理 進捗実績一覧の改善

Ver7.40 相違点説明

概要（Ver5からの違い）（Ver7.30-Ver7.40の相違点は赤字「UPDATE」「NEW」で記載）
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項目 内容 備考

５６ 生産管理 作業完了/作業完了履歴の改善

５７ 操作系 役割に応じた画面ﾌｫｰﾑ利用

５８ 販売管理 注文書No、納品書No、請求書Noの範囲検索

５９ 販売管理 取引先マスターの住所欄が２段に

６０ 販売管理 受注金額推移グラフの改善

６１ 販売管理 発注・仕入関係の検索機能の改善

６２ 販売管理 注文書（複数選択）発行時の備考入力の改善

６３ 生産管理 版数管理および改版履歴の追加

６４ 生産管理 工程パターン（工程一括入力マスター）登録の改善

６５ 生産管理 工程検査機能の追加

６６ 生産管理 実績から工程情報(段取・加工時間)への反映

６７ 操作系 進捗端末の表示改善

６８ 画像管理 ファイルパス管理も可能に

６９ 画像管理 マルチページへファイル追加読込みを可能に

７０ ｼｽﾃﾑ連携 受注出荷と画像の連携強化

Ver7.40 相違点説明

概要（Ver5からの違い）（Ver7.30-Ver7.40の相違点は赤字「UPDATE」「NEW」で記載）



6

項目 内容 備考

７１ 操作系 受注データの一括変更

７２ 操作系 材料・購入部品の所要量計算結果の一覧印刷

７３ 操作系 ﾒﾓﾘｰ式ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰによるﾊﾞｰｺｰﾄﾞ一括読み込み

７４ 生産管理 受注台帳への作業開始予定日の追加

７５ 販売管理 標準資材VAN機能の追加

７６ 生産管理 工程ガントチャートの追加

７７ 生産管理 ﾒﾓﾘｰ式ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰによるｵﾌﾗｲﾝ進捗実績収集

７８ 生産管理 同一材料処理の追加

７９ 生産管理 進捗実績時間計算の改善

８０ 生産管理 工程納期計算の改善

８１ 画像管理 フォルダ指定の連続読み込み

８２ 生産管理 使用部品一覧表の追加

８３ 操作系 画面リンクの改善

８４ 生産管理 在庫表示の改善

８５ 操作系 社内納期再計算を促すアラーム出力

Ver7.40 相違点説明

概要（Ver5からの違い）（Ver7.30-Ver7.40の相違点は赤字「UPDATE」「NEW」で記載）
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項目 内容 備考

８６ 操作系 製品部品マスターの検索機能強化 UPDATE（7.40）

８７ 発注管理 材料、購入部品マスターに発注ロットを追加

８８ 発注管理 材料、購入部品の発注時単価設定

８９ 発注管理 材料トン注文で受入れ時の枚数入力

９０ 生産管理 注文番号変更に伴う関連情報への反映

９１ 発注管理 買掛（仕入）時の締め処理期間の変更対応

９２ 生産管理 グループ工程による管理

９３ 生産管理 マスターファイル入出力機能の追加

９４ 生産管理 材料名称の付与ルールのパラメータ化

９５ 発注管理 発注、仕入れデータコピー機能の追加

９６ 操作系 受注、出荷済、発注、受入れ台帳で削除履歴の追加

９７ 操作系 受注台帳の検索機能強化

９８ 操作系 ケーブルソフトウェアホームページへのリンク

９９ 操作系 バックアップ促進アラーム表示

100 発注管理 科目マスターの追加

Ver7.40 相違点説明

概要（Ver5からの違い）（Ver7.30-Ver7.40の相違点は赤字「UPDATE」「NEW」で記載）
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項目 内容 備考

101 販売管理 受注ガントチャートの追加

102 在庫管理 在庫チェック機能の追加

103 生産管理 型鋼対応の強化

104 発注管理 材料マスター登録しない注文が可能に

105 発注管理 受入れ完了入力の改善

106 操作系 注文データの一括変更

107 発注管理 注文時に進捗状況を更新しないパラメータ追加

108 生産管理 金型マスター管理機能の強化

109 操作系 仕入れデータの一括変更

110 生産管理 ペーパーレス対応(PDF作業指示書)

111 在庫管理 ﾒﾓﾘｰ式ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰによる在庫数一括取込み

112 操作系 処理日時(出荷,作業完了,受入れ)の記録

113 生産管理 スケジュール作成機能の強化 （Ver7.xのみ） UPDATE（7.40）

114 販売/発注管理 請求書再印刷の追加

115 操作系 出荷済(売上)データの一括変更

Ver7.40 相違点説明

概要（Ver5からの違い）（Ver7.30-Ver7.40の相違点は赤字「UPDATE」「NEW」で記載）



9

項目 内容 備考

116 販売管理 直接、出荷済台帳へのデータ登録が可能に

117 在庫管理 ﾒﾓﾘｰ式ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰによる出庫数一括取込み

118 生産管理 受注台帳で手配前の進捗入力が可能に

119 生産管理 iPhone等による進捗入力が可能に UPDATE（7.40）

120 操作系 検索全般で空白検索が可能に NEW（7.40）

121 操作系 検索全般で取引先表示順の範囲検索が可能に NEW（7.40）

122 生産管理 子品番の社内納期計算の改善 NEW（7.40）

123 生産管理 購入品の注文納期計算の改善 NEW（7.40）

124 発注管理 外注一式単価の対応 NEW（7.40）

125 生産管理 飛び越し進捗入力による途中工程の自動進捗完了 NEW（7.40）

Ver7.40 相違点説明

概要（Ver5からの違い）（Ver7.30-Ver7.40の相違点は赤字「UPDATE」「NEW」で記載）
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Ver7.40 相違点説明

今回、画面イメージが変わりました。

【Ver5】

【Ver6･Ver7】

画面メニュー

機能メニュー

画面メニュー

機能メニュー

１．画面イメージ

（注）メニュー欄は表示しないスタイル（リボンを最少化しマウスを当てるとドロップダウン表示）に変更することも可能です。
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Ver7.40 相違点説明

今回「シートワークス連携」機能が追加されました。
これにより、部品構成ツリーの取込み、工程情報の自動取込みが出来るようになりました。

２．シートワークス連携

〔シートワークス〕

部品構成
ファイル

〔ＰＣＬ〕〔ＡＰ１００〕

〔受注出荷〕

構成部品情報（材料情報等）の自動取込み

工程情報（工程名、加工時間）の自動取込み

構成情報

部品情報・プログラム情報
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Ver7.40 相違点説明

今回「加工機別山積み」機能が追加されました。
これにより、工程納期をずらす「タテ山崩し」、加工機を変える「ヨコ山崩し」が出来るようになりました。

３．加工機別山積み

ヨコ山崩し

EML EML

F1 F1

変更前 変更後

加工機毎に加工時間の
山が自動で積み上げら
れます。

タテ山崩し

変更前 変更後
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Ver7.40 相違点説明

今回「DrABE連携」機能が強化されました。
これにより、山崩し後に簡単な操作で製作手配ファイルをDr.ABEに受け渡せるようになりました。

４．DrABE連携

DrABE.BLANK
山崩し後

ＥＭＬ

ＨＤＳ８０２５
製作手配
ファイル

製作手配
ファイル

DrABE.Bend

ﾈｽﾃｨﾝｸﾞ

多品目一括
金型段取り

〔DrAbe標準ﾌｫｰﾏｯﾄ対応〕
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Ver7.40 相違点説明

今回「ｖＦａｃｔｏｒｙ連携」機能が追加されました。
これにより、機械工程からの工程進捗情報の自動取込みが出来るようになりました。

５．ｖＦａｃｔｏｒｙ連携

進捗管理ボード（※）

vFactory

機械工程
バーコード

手作業工程

受注出荷

（※）進捗管理ボードはお客様毎に
開発させて頂くカスタマイズソフト
（別途有料）となります。
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Ver7.40 相違点説明

今回「受注出荷と見積りの連携」が強化されました。
これにより、例えば受注台帳や出荷済台帳から、この品番の見積りを直に参照することが出来るようになり
ました。

６．受注出荷と見積りの連携強化

〔受注出荷〕

〔見積り〕

例えば、請求時に単価決定するケース
（単価未決定で受注）の場合、見積り価
格を知りたいシーンが出てくる。

（１／４）
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Ver7.40 相違点説明

今回、工程情報登録画面から見積参照が出来る仕組みが追加されました。

〔これから〕〔これまで〕

工程情報（製品部品ﾏｽﾀｰ）

製品部品
ﾏｽﾀｰ

見積り

②見積工程一覧

③見積工程の参照
は出来ますが、見な
がら作業工程登録
は行えません。

①見積工程の自動
登録は行えます。
（Ver5から）

工程情報（製品部品ﾏｽﾀｰ）

製品部品
ﾏｽﾀｰ

見積り

②見積参照

③見積工程情報が
見える独立画面で、

見ながら作業工程登
録が行えます。

①見積工程の自動
登録は行えます。
（Ver5から）

６．受注出荷と見積りの連携強化 （２／４）
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Ver7.40 相違点説明

今回、見積時の数量が受注数に反映出来る仕組みが追加されました。

〔これから〕〔これまで〕

６．受注出荷と見積りの連携強化

①作成
②保存

見積
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

製品部品
ﾏｽﾀｰ

受注登録

見積り

受注出荷

①ﾏｽﾀｰ呼出し
②受注数入力
③受注台帳登録

この受注数を間違
えずに手入力する
作業が大変でした。

①作成
②保存

見積
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

製品部品
ﾏｽﾀｰ

受注登録

見積り

受注出荷

①ﾏｽﾀｰ呼出し
②受注数入力

・手入力
・見積数参照

③受注台帳登録
見積数を受注数として反映
できるようになりました。

見積時
の数量

（３／４）



18

Ver7.40 相違点説明

今回、多くのお客様からご要望を頂いていた見積履歴からの受注登録が可能になりました。

６．受注出荷と見積りの連携強化 （４／４）

作成・保存 見積
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

見積り

受注出荷

見積履歴から追加

複数選択

受注台帳

今回追加
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Ver7.40 相違点説明

今回「数量、使用数の少数点以下入力」および「単位の設定」さらに「単位規定値の設定」が可能になりまし
た。
これにより、例えばアッシー受注などの場合で、製品代金とは別に現地組立作業代を請求するような場合に
対応できるようになります。

７．数量、使用数の少数点以下入力および単位設定対応

〔受注登録〕 小数点以下入力

単位の設定

〔出荷済台帳〕

時間単価

時間を乗じた
請求金額

〔ﾊﾟﾗﾒｰﾀ〕

単位規定値
の設定
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Ver7.40 相違点説明

今回「在庫詳細管理」が可能になりました。
在庫詳細管理とは、拠点毎に何が何個、在庫しているかを管理できることです。
管理対象は、製品、部品、材料、購入部品です。
例えば、本社、分工場それぞれに同一の材料があったとして、距離が近ければ材料の共用ができますが、
離れていれば別に発注せねばなりません。
それを判断する為にも、「それぞれの拠点で何が何個あるか見える」ことは非常に重要なことです。

８．在庫詳細管理（本社、分工場等）対応

〔本社〕

〔分工場〕

ｻｰﾊﾞ

ｸﾗｲｱﾝﾄ

作業完了

作業完了

本社の在庫

分工場の在庫

〔例〕・・・在庫管理（カスタマイズ画面）

本社の在庫 分工場の在庫

本社ＰＣ設定

分工場ＰＣ設
定

（１／２）
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Ver7.40 相違点説明

これまで、在庫詳細管理を利用すると、画面には拠点の在庫数が表示されました。
今回、「在庫数表示の全体/拠点ﾊﾟﾗﾒｰﾀ切替え」が可能になりました。
これにより、分工場が近い場合は「ムダな在庫を置かないようにあえて全体在庫を表示したい」運用が可
能になります。

８．在庫詳細管理（本社、分工場等）対応 （２／２）

〔本社工場〕 〔分工場〕

在庫数＝拠点

在庫=40 在庫=20

〔本社工場〕 〔分工場〕

在庫数＝全体

在庫=60 在庫=60

本社

分工場

40

20

6040
20

在庫=60 在庫=60

遠い 近い
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今回「不良履歴管理」が可能になりました。
不良発生時に、「発生日時」、「発生工程」、「不良内容」、「原因」等を記録することが出来ます。
また、受注再登録も可能です。（注文番号は自動で“不良再手配”が付与されます）
さらに、記録された不良履歴は、作業指示書等の帳票に印刷することが出来ます。（帳票カスタマイズ）

９．不良履歴管理

出荷前検査 取引先検査

不良報告

原因分析 不良履歴

（１／６）

受注再登録

〔不良履歴〕

受注台帳 手配 作業手配
台帳

不良履歴情報の
表示が可能

作業指示書

不良内容
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画像モジュールがある場合、不良履歴に文字情報だけでなく画像も一緒に登録することが出来ます。
画像を利用することで「再発防止の仕組み」がより現実的になります。

９．不良履歴管理

出荷前検査 取引先検査

不良報告

原因分析

不良履歴

（２／６）

不良内容の見える化
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進捗オプションがある場合、進捗画面に「過去に不良があったこと」を表示することが出来ます。
また、現場担当者は、記録された不良内容を見ることが出来ます。
さらに、画像が登録されている場合、不良内容を画像で見ることも出来ます。

９．不良履歴管理 （３／６）

不良履歴作業手配
台帳

不良有無の見える化

〔進捗端末〕

バーコード

不良内容の見える化
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不良内容入力は、進捗端末、受注出荷ﾓｼﾞｭｰﾙのどちらからでも行えます。
しかし、現実問題として、例えば同一原因による不良の場合に意図的に同じ表現の文章を入力しないことに
は、読んだ人は同一原因による不良と認識できない、ということが分かりました。
そこで、なるべく同じ言葉で登録できるようにと、①不良内容をリストから選択できる機能、②既に登録済み
データからのコピー登録機能を追加しました。

９．不良履歴管理 （４／６）

不良履歴台帳

不良報告

既登録データ参照

コピー可？

コピー登録 新規登録

Y N

不良内容１：

曲げ線付近の穴の形状が変
形した。

不良内容２：

曲げ角に近接して配置され
ていた穴が歪んだ。

同じことを違う言葉で
書かれると、違う不良
と勘違いしてしまう。

不良内容をﾘｽﾄ選択
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これまでは不良内容が主たる入力情報でしたが、多くのお客様から対策内容もしっかり管理したい…とのご
意見を頂き、対策日、対策担当者、備考も１つ追加しました。
また、不良履歴として登録できるﾌｧｲﾙもTIFFだけで無く、PDF、EXCELの保存も可能になり、さらに、ファイル
の登録操作が容易にできるように「コピー」「貼り付け」ボタンを追加しました。

９．不良履歴管理 （５／６）

PDF、EXCELの保存も
可能になりました。
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不良内容入力の最初の一歩は、「どんな不具合が発生したか」を入力することです。
しかし、作業者の方にとって「頭の中で文章を考えｷｰﾎﾞｰﾄﾞから日本語入力」する作業は大変です。
そこで、事前に「不具合内容リスト」を登録しておき、作業者が「不具合内容リスト」から選択できる仕組みを
追加しました。

９．不良履歴管理 （６／６）

進捗端末
バーコード

「不具合内容リスト」から選択
できるようになりました。

進捗入力画面
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今回、親品目や子品目など、生産品目の「在庫変更履歴管理」が可能になりました。
理屈では、「現物在庫」と「帳簿在庫」は一致します。
ところが、実際の運用の中では、「現物在庫」と「帳簿在庫」は不一致になることが起こりえます。
こういう時に、在庫変更履歴を見ることで、在庫が合わない原因を掴むことが出来ます。

１０．在庫変更履歴

〔在庫変更履歴〕

帳簿在庫

現物在庫

不一致

〔受注登録〕

どこのパソコンでどんな処理が行われ、
結果、在庫数がどう変わったかが見える。

印刷もできるよう
になりました。

（１／３）
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今回、 材料や購入部品の「在庫変更履歴管理」も可能になりました。

１０．在庫変更履歴 （２／３）

〔材料マスター〕

〔購入部品マスター〕

印刷もできるよう
になりました。

印刷もできるよう
になりました。
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Ver7.40 相違点説明

１０．在庫変更履歴 （３／３）

多くのお客様から「在庫増減時の注文番号を自動記録して欲しい」「手動変更時に変更理由を記録したい」
の声を頂き対応しました。

注文番号が自動で記録され
るようになりました。

手動変更時に変更理由などを
記録できるようになりました。
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今回「変更可能な画面フォーム」が拡張されました。

１１．変更可能な画面フォームの拡張

画面 Ver5 最新版 備考

受注台帳 ○ ○

作業手配台帳 ○ ○

出荷台帳 ○ ○

発注台帳 ○ ○

受入れ台帳 ○ ○

在庫台帳 ○ ○

製品部品マスター ○ ○

出金台帳 × ○

入金台帳 × ○

作業手配台帳（指示書） × ○

作業手配工程台帳 × ○

作業手配工程台帳（外注） × ○

作業手配工程台帳（PCL） × ○

受注台帳（納品書、請求書） × ○

出荷台帳（納品書、請求書） × ○

購入部品マスター × ○

（１／４）
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１１．変更可能な画面フォームの拡張

画面 Ver5 最新版 備考

入金詳細 × ○

出金詳細 × ○

回収予定実績 × ○

支払予定実績 × ○

工程マスター × ○

工程マスター外注発注 × ○

材料マスター（平板） × ○

材料マスター（型鋼） × ○

材料マスター（ｺｲﾙ） × ○

全進捗実績 × ○

不良履歴台帳 × ○

材料注文 × ○

購入部品注文 × ○

納品伝票登録 × ○

金型マスター × ○

作業完了履歴台帳 × ○

（２／４）
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１１．変更可能な画面フォームの拡張

画面 Ver5 最新版 備考

製品部品マスターから追加 × ○

発注伝票登録 × ○

取引先マスター × ○

受注台帳（まとめ手配） × ○

受入台帳（出金台帳登録） × ○

受注台帳（一括処理） × ○ 一括出荷、一括変更、まとめ手配

発注台帳（一括処理） × ○ 一括完了、一括変更

作業手配台帳（処理・外注） × ○

（３／４）

今回追加

UPDATE（7.40）



34

Ver7.40 相違点説明

この「変更可能な画面フォームの拡張」の一例を紹介します。

１１．変更可能な画面フォームの拡張

〔Ver5〕

画面カスタマイズ可能

画面カスタマイズ不可

作業手配台帳

作業手配台帳
（指示書）

〔Ver7〕

作業手配台帳

作業手配台帳
（指示書）

画面カスタマイズ可能

画面カスタマイズ可能

（４／４）

作業指示書を発行する時
点で、在庫数を確認しな
がら品番を選択できます。
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１２．材料Kg単価規定値からの材料単価一括更新

今回「材料Kg単価規定値からの材料単価一括更新」が出来るようになりました。
これまでは、材料毎に単価変更を行うことしか出来なかったので、変更作業にかなりの時間がかかりました。
この機能を利用することで、短時間で材料単価の変更が可能になります。

〔材料マスター〕

〔材料Kg単価規定値〕

単価変更

〔材料Kg単価変更画面〕

変更対象データを選択できます

発注先で絞り込み
が行えます

〔材料マスター〕
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１２．材料Kg単価規定値からの材料単価一括更新

多くのお客様から「材料単価だけでなく“購入先別ロット単価”もKg単価からの一括更新をやれるように」との
声を頂き対応しました。

〔材料単価〕

〔購入先別ロット単価〕
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１３．納期色設定対応

今回「納期色設定」が出来るようになりました。
この機能を利用することで、「納期遅れ」や「納期が近い」を視覚で判断できるようになります。

〔納期色設定〕

受注台帳

作業手配台帳

納期遅れ

納期近し

発注台帳
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１４．購入先別ロット単価対応

今回購入部品の「購入先別ロット単価」が設定できるようになりました。
これまでは、１つの購入部品について、購入先が１社しか登録できませんでしたから、購入先を変更する場合
はマスターからの変更が必要でした。
この機能を利用することで「納期はかかるが安い」や「数が多いと安い」や「高いがすぐ納品してくれる」など、
注文時点で単価を確認し、取引先を変更できるようになります。

発注台帳

予め設定された購入先別のロット単価
を見ながら取引先を変更できます。

（１／２）
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１４．購入先別ロット単価対応

今回材料の「購入先別ロット単価」も設定できるようになりました。

発注台帳

予め設定された購入先別の
ロット単価（Kg単価）を見なが
ら取引先を変更できます。

（２／２）
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１５．３段５行の納品書追加

今回「３段５行の納品書」が追加されました。
最近、連続紙４枚複写ではなく、単票３段（納品書控え、納品書、物品受領書）の納品書をご希望されるお客
様が多くなりましたので標準に追加しました。
事務用品で販売されている「プリンタ用紙 A4ミシン目入り（3分割）」が便利です。

連続紙（４枚複写）
プリンタ用紙

A4ミシン目入り
（3分割）

ドットインパクトプリンタ
複合機
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１６．一括請求書発行および請求一覧表の追加

今回「一括請求書発行」機能が追加されました。
これまでは、１社毎に月締請求書（合計請求書とも呼ぶ）を発行することしか出来ませんでしたが、これからは、
指定締切日の得意先すべての月締請求書を一括して発行することが出来るようになりました。
尚、これに併せて、受入台帳からの支払明細書も一括発行が出来るようになりました。

出荷済台帳

月締請求書

（１／３）

〔Ver5〕 〔Ver7〕

出荷済台帳

月締請求書

１社毎

取引先、期間で絞りながら、
１社毎に請求書を発行する
ので手間がかかります。

締切日毎

締切日指定で、請求書の
一括発行が可能に。
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１６．一括請求書発行および請求一覧表の追加

今回「一括請求書発行」の機能改善を行いました。

（２／３）

N
O

課題 対応

１ 請求書を再発行すると請求
書Noが更新されてしまう。

請求書再発行時、請求書Noを更
新しないオプションを追加。

２ 従来機能で請求書発行後
に本機能で請求書を発行す
ると、既に発行した請求書
内容を書き換えてしまう。

入金台帳未登録の請求先のみ
（請求書データを作成する）オプ
ションを追加。

３ 指定した締切日の得意先す
べての請求書が作られるの
は逆に好ましくない。

請求書発行の得意先を制限でき
るように表示順の範囲指定オプ
ションを追加。

４ 請求書を再発行すると日付
が今日になってしまう。

日付を指定できるがオプションを
追加。

５ 本機能から発行する請求書
には担当名が入らない。

担当を指定できるがオプションを
追加。
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１６．一括請求書発行および請求一覧表の追加

今回「請求一覧表」が追加されました。
月締請求書（合計請求書とも呼ぶ）を出力した後に入金登録し忘れに気付いたなど、事前に請求書の鑑だけ
一覧でチェックできないか・・・というご要望に応えました。

出荷済台帳

請求一覧表
月締請求書

入金登録し忘れ
のチェック

出荷処理し忘れ
のチェック

単価入れ忘れ
のチェック

（３／３）
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１７．売掛残高一覧、得意先元帳の追加

今回「売掛残高一覧、得意先元帳」が追加されました。
月締請求書（合計請求書とも呼ぶ）、請求一覧表は得意先の締日で売上・入金計算した書類です。これとは
別に、税務署から売掛残高一覧、得意先元帳（自社の締日で売上・入金計算した書類）の提示を求められる
ことがあるので対応して欲しい・・・というご要望に応えました。

2009/04 2009/05 2009/06

（例）
得意先A社は20日締。・・・月締請求書
お客様締日は末日締。・・・得意先元帳

30 10 20 3010 20 31

月締請求書
（5月分）

得意先元帳
（5月分）

月締請求書
（6月分）

得意先元帳
（6月分）

入金台帳

請求履歴

売掛履歴

入金履歴

20

得意先元帳

売掛残高一覧表

売掛残高一覧
（5月分）

売掛残高一覧
（6月分）

（注）出荷済台帳から「売掛残高登録（一括）」を行った場合、売掛残高一覧、得意先元帳を出力後に、当月売掛データを売掛履歴に自動更新します。
出荷済台帳から「入金台帳に登録（一括）」を行った場合、請求一覧、月締請求書を出力後に、当月売掛データを売掛履歴に自動更新します。
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１８．入金情報登録方法の追加

現行の入金情報登録は「いつの請求分の入金まで終ったかが良く分かる」というメリットがある反面、「いつの
請求分に対する入金かを判断する」という操作が面倒という声を頂き、今回「請求履歴に紐付けずに入金情
報を登録する方法」を追加しました。
登録する入金伝票が多い、または「入金額≠請求額」の得意先が多い場合、今回追加された「紐付なしの入
金情報の登録方法」をご利用いただくことで、登録工数を削減することが可能となります。

〔登録する入金伝票が多い、または「入金額≠請求額」の得意先が多い〕

入金伝票

大量

何も考えずに「どんどん
入金情報の入力」する
ことが出来ます。

登録した入金情報はここで確
認できます。

紐付きの入金情報ではありませんから、いつの
請求分の入金まで終ったかは分かりません。
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１９．原価計算機能の追加

お客様から出荷金額と紐付けた原価（製造費、材料費、外注費、購入部品費）を見たいとのご要望を頂き、
今回出荷済台帳に「原価計算」機能を追加しました。

工程展開部品展開

品番：C-KR6062H
納期：2009/6/12
数量：5セット

受注台帳 ①作業手配 作業手配台帳

②進捗入力

④出荷 出荷済台帳

バーコード

注文番号 品番 数量 単価 金額 原価

C-0001 C-KR6062H 5 10,000 50,000 35,000

C-0002 C-KR6062H 3 10,000 30,000 25,000

作業指示書 注文書

③受入れ

外注
材料
購入部品

製造原価 材料費 購入部品費 外注費

〔原価計算〕

（１／５）
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１９．原価計算機能の追加

原価は、以下の方法で計算します。

項目 選択肢 計算 特徴

加工費 1 製品部品マスター．工程作業時間 ｘ 工程ﾁｬｰｼﾞ 今回の社内原価ではなく、標準原価を求める際に使用します。

2 進捗実績時間 ｘ 工程ﾁｬｰｼﾞ 今回の社内原価を進捗実績時間から計算します。

3 工程原価 時間設定ではなく工程単価を直接設定します。

材料費 1 素材単価 ÷ 板取数 端材も材料費として計算します。

2 重量 x Kg単価（無ければKg単価既定値から） 部品寸法分を材料費として計算します。

3 受入台帳の金額を集計（注文番号で金額集計） 仕入毎に材料単価が異なる場合に有効です。
（１受注１注文番号の場合に利用できます）

4 製品部品マスター．見積り材料単価 材料単価を直接設定します。

5 製品部品マスター．切断材料を集計 切断材料リストに設定した型鋼・平板の材料単価へ算入。

購入部品費 １ 製品部品マスター．購入部品 x  購入部品単価 購入部品単価が決まっている場合に有効です。

2 受入台帳の金額を集計（注文番号で金額集計） 仕入毎に購入部品の単価が異なる場合に有効です。
（１受注１注文番号の場合に利用できます）

外注費 1 製品部品マスター．工程．外注単価 外注単価が決まっている場合に有効です。

2 受入台帳の金額を集計（注文番号で金額集計） 仕入毎に外注単価が異なる場合に有効です。
（１受注１注文番号の場合に利用できます）

その他 製品部品マスター．その他１～その他４ 配送費、管理費など上記以外に加えたい原価項目です。

（２／５）

原価計算機能は「進捗運用で時間入力している場合に利用できる機能だよね？」とよく聞かれます。
厳密に言えばそのとおりですが、“材料費がある比率以下に納まっているか？”をチェックすることで
「進捗運用していないけど原価計算は役に立っているよ」と言ってくださっているお客様もおられます。
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１９．原価計算機能の追加 （３／５）

今回最初に実装した原価計算は「製造原価」計算です。
これは製造後に「かかった原価を見たい」シーンを想定しています。
多くのお客様から、製造後では無く、製造前に「計算原価」を見たいとのご要望を頂きました。
そこで、受注台帳や製品部品マスターにも「原価計算」機能を追加し、ロット数による計算原価のシミュレー
ションを可能にしました。

品番：C-KR6062H
納期：2009/6/12
数量：5セット

製品部品
ﾏｽﾀｰ

注文番号 品番 数量 受注
単価

計算
単価

C-0001 C-KR6062H 3 10,000 12,000

〔原価計算〕

受注台帳

項目 選
択
肢

計算

製造原価 1 製品部品マスター．工程作業時間 ｘ 工程ﾁｬｰｼﾞ

材料費 1 素材単価 ÷ 板取数

2 重量 x Kg単価（無ければKg単価既定値から）

購入部品費 １ 製品部品マスター．購入部品 x  購入部品単価

外注費 1 製品部品マスター．工程．外注単価

数量 計算
単価

10 8,000

数量 計算
単価

20 7,000
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１９．原価計算機能の追加 （４／５）

今回、マスターに「工程原価」を追加しました。
これまで、「計算原価」は、各工程の作業時間（段取時間・加工時間）を入力する必要がありました。
ところが、実際の現場では、図面を見て、抜き30円、曲げ40円、溶接50円というように、直接工程原価を
イメージするケースも多いことが分かりました。
そこで、マスター工程情報に工程原価欄を追加し、工程原価を集計するパラメータを追加しました。

工程原価

工程作業時間xﾁｬｰｼﾞ計算設定
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１９．原価計算機能の追加 （５／５）

今回、マスターに「その他原価１～４」を追加しました。
これまで、原価は、「製造原価」「材料費」「購入部品費」「外注費」を足し算して求めていました。
ところが、上記以外にも「配送費」や「間接経費」など様々な原価項目があることが分かりました。
そこで、マスターに「その他原価１～４ 」欄を追加し、原価に集計できるようにしました。

製品部品ﾏｽﾀｰ

726 1000
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２０．伝票（複数品目）スタイル登録機能の追加

これまでも受入れ台帳で「仕入納品伝票の登録」機能はありましたが１品目毎に登録する画面でした。
お客様から「複数品目を一度に登録できる画面」が欲しいとのご要望を頂き、今回「仕入納品伝票（複数品
目）の登録」機能を追加しました。

仕入納品伝票
（１品番）の登録

仕入納品伝票
（複数品番）の登録

〔設定画面〕

発注先を入力すると、受入台帳に登録済の
品番リストから選択入力が可能になります。

（１／２）
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２０．伝票（複数品目）スタイル登録機能の追加

今回、発注台帳で「注文伝票（複数品目）の登録」機能を追加しました。
これにより、マスター登録するほどではないが、リピート性がある注文の場合、発注台帳での入力手間削減
が期待できます。

（２／２）

注文伝票
（１品番）の登録

発注伝票
（複数品番）の登録

〔設定画面〕

発注先を入力すると、発注台帳に登録済の
品番リストから選択入力が可能になります。

今回追加
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２１．買掛残高一覧、仕入先元帳の追加

今回「買掛残高一覧、仕入先元帳」が追加されました。
仕入明細書、支払予定一覧とは別に、税務署から買掛残高一覧、仕入先元帳（自社の締日で仕入・出金計
算した書類）の提示を求められることがあるので対応して欲しい・・・というご要望に応えました。

2009/04 2009/05 2009/06

（例）
仕入先A社は20日締。
お客様締日は末日締。

30 10 20 3010 20 31

仕入明細書
（5月分）

仕入先元帳
（5月分）

仕入明細書
（6月分）

仕入先元帳
（6月分）

出金台帳

仕入履歴

買掛履歴

出金履歴

20

仕入先元帳

買掛残高一覧表

買掛残高一覧
（5月分）

買掛残高一覧
（6月分）

仕入先元帳

（注）受入台帳から「買掛残高登録（一括）」を行った場合、買掛残高一覧/仕入先元帳を出力後に、当月買掛データを買掛履歴に自動更新します。
受入台帳から「出金台帳に登録（一括）」を行った場合、仕入一覧、仕入明細書を出力後に、当月買掛データを買掛履歴に自動更新します。
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Ver7.40 相違点説明

２２．出金情報登録方法の追加

現行の出金情報登録は「いつの仕入分の出金まで終ったかが良く分かる」というメリットがある反面、「いつの
仕入分に対する出金かを判断する」という操作が面倒という声を頂き、今回「仕入履歴に紐付けずに出金情
報を登録する方法」を追加しました。
登録する出金伝票が多い場合など、今回追加された「紐付なしの出金情報の登録方法」をご利用いただくこ
とで、登録工数を削減することが可能となります。

〔毎月の出金情報が多い場合〕

出金伝票

大量

何も考えずに「どんどん
出金情報の入力」する
ことが出来ます。

登録した出金情報はここで確
認できます。

紐付きの出金情報ではありませんから、いつの
仕入分の出金まで終ったかは分かりません。
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２３．帳票選択画面の追加

今回「帳票選択画面」が追加されました。
これまでは、出力帳票はいちいちパラメータ画面（各種設定）での切替えが必要でした。
これからは、帳票印刷ボタンを押した後で帳票を切替えることが出来ます。

〔Ver5〕

受注台帳

〔Ver7〕
①各種設定

パラメータ

②帳票切替え

帳票

③一覧印刷
①一覧印刷

②帳票切替え

帳票

受注台帳

（１／２）
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さらに、帳票一覧への表示可否を設定する機能を追加しました。
これまでは、実装されているレポート全てがリストＢＯＸに表示されました。
これからは、表示設定したレポートのみが表示されますから、選択操作がスピーディに行えます。

リストＢＯＸに表示するレポート
を設定します。

〔これまで〕 〔これから〕

たくさん表示されるので選択に
手間がかかる

使用するレポートのみ表示なので
選択に手間がかからない

〔パラメータ設定画面〕

（２／２）２３．帳票選択画面の追加
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２４．取引先別ロット単価対応

今回「取引先別ロット単価」が設定できるようになりました。
これまでは、１つの品目について、取引先が１社しか登録できませんでしたから、取引先毎に単価を変更する
が出来ませんでした。
これからは、事前に取引先毎の単価を登録しておくことで、受注登録時に取引先選択で単価が自動表示され
るようになります。

ロット単価テーブル

取引先毎に単価を登録できます。

受注登録画面

取引先選択で単価が
自動表示。
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２５．単価変更履歴の追加

今回「単価変更履歴」が追加されました。
これまでは、ある品目の単価履歴を調べようとした場合、わざわざ出荷済台帳で品目で検索するような作業
が必要でした。
これからは、受注登録時に簡単な操作で単価履歴を確認することが出来ます。

受注登録画面

製品部品マスター

①マスター編集

②単価変更履歴

単価変更履歴

（１／２）
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２５．単価変更履歴の追加

多くのお客様から「売り単価の変更履歴だけでなく買い単価の変更履歴も欲しい」とのご要望を頂き、
購入部品、材料、外注単価の変更履歴を追加しました。

購入部品ﾏｽﾀｰ材料ﾏｽﾀｰ製品部品ﾏｽﾀｰ
（工程情報）

発注台帳

注文

受取

受入台帳

単価更新

日付 単価 購入先

2012/11/15 1100 △△商会

2012/04/06 1150 △△商会

2011/09/21 1120 △△商会

2011/03/08 1180 △△商会

2010/10/12 1200 △△商会

購入品番 KOU-HINBAN-001

日付 単価 購入先

2012/10/12 107 ◇◇鋼材

2012/06/16 110 ◇◇鋼材

2011/10/11 112 ◇◇鋼材

2011/04/18 118 ◇◇鋼材

材料 SUS304-1.2-2048x1219

日付 単価 購入先

2012/10/26 450 ○○ﾒｯｷ

2012/08/16 460 ○○ﾒｯｷ

2012/06/11 480 ○○ﾒｯｷ

2012/04/08 500 ○○ﾒｯｷ

品番 SEI-HINBAN-001

工程 ﾒｯｷ

（２／２）

単価更新時に自動
記録されます
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２６．受注データコピー機能の追加

今回「受注データコピー」機能が追加されました。
これまでは、受注台帳に似たような受注データがあっても、もう一度入力する必要がありました。
これからは、似たような受注データをコピーし受注登録できますから、入力作業の時間短縮が図れます。

〔Ver5〕

受注台帳

〔Ver7〕

①選択

受注台帳

ここにデータがあ
るのに・・・

受注入力は手間だ
が仕方ない・・・

受注登録画面

②コピー

③一部変更

④登録
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２７．Kg単価受注機能の追加

今回「Kg単価受注機能」が追加されました。
これまでは、例えば「１個いくら」というように１個単価での金額計算でした。
したがって、Kg単価の場合、手作業で「単品重量をKg単価で割り算し１個単価を求めて入力」という面倒な作業
が必要でした。
これからは、受注登録時に「Kg単価」と「１個当たりの重量」を入力することで金額計算させることが出来ます。

製品部品マスター

受注登録画面

材料から単品重量が
自動計算される

②単品重量を入力し、
Kg単価受注にチェック

①マスター編集

自動表示

③Kg単価入力

金額自動計算
（Kg単価 x 単品重量 x 数量）
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２８．作業手配台帳の検索機能強化

今回「作業指示書未発行の検索条件」が追加されました。
作業手配台帳で、作業指示書発行、手配ファイル出力、いずれも進捗状況が「作業中」に変わってしまうので、
作業指示書未発行の条件で検索することが出来ないか・・・というご要望に応えました。

作業手配台帳 検索画面

作業指示書が未発行
のデータを検索

（１／４）



63

Ver7.40 相違点説明

２８．作業手配台帳の検索機能強化

今回、「工程完了の検索条件」が追加されました。
進捗端末の場合、最終工程完了で自動的に作業完了する機能が利用できます。
しかし、オフライン進捗では一括完了を実施する絞り込みが容易ではありませんでした。
これからは、「工程完了」で作業手配データを絞り込み、一括完了が容易に行えるようになります。

作業手配台帳 検索画面

①工程完了を検索

（２／４）

一括完了

②一括完了
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２８．作業手配台帳の検索機能強化

今回、「発注日、出荷予定日の検索条件」が追加されました。

作業手配台帳 検索画面

（３／４）
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２８．作業手配台帳の検索機能強化

今回、「…工程を含む」、「この親部品番号にぶら下がる」の検索条件が追加されました。
さらに、板厚が範囲指定できるようになりました。

作業手配台帳 検索画面

（４／４）

今回追加今回追加

今回追加
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２９．製品部品マスターで工程情報一覧の追加

今回「製品部品マスターで工程情報一覧」が追加されました。
これまでは、ある条件で絞られた品目の工程情報を確認する場合、膨大な操作時間を必要としました。
これからは、工程情報一覧を利用することで、確認作業の大幅な時間短縮が可能になります。

〔これまで〕 〔これから〕
製品部品マスター

部品情報

①選択

②部品情報

③詳細

ここまでこないと
工程情報を確認
できない

1品番で3画面を渡り歩く
操作が必要だった。
例えば50品番分をチェッ
クする画面操作はなんと
150画面！

製品部品マスター

①作業工程マスター ②検索

この画面で各品目の工
程情報を確認できる

画面操作はたった
の２画面！

工程変更画面も
１回の操作で開く
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３０．進捗実績の時間入力対応

今回進捗実績時間を「時間」で入力できるようになりました。
これまでは、例えば１時間半の作業時間であれば、分に換算しての入力が必要でした。
これからは、「1.5時間」と入力すれば「90分」で登録されますから、現場作業者の負担軽減が図れます。

〔これまで〕 〔これから〕

分単位での
入力

分単位/時間単位
の切替え入力
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３１．回収管理機能の追加

今回「回収管理機能」が追加されました。
これまでは、入金台帳の売掛データを追うことで「□□□会社の○月分の回収予定はいつか」は分かりました
が、ある期間の回収予定を一目で見ることが出来ませんでした。
これからは、ある期間の回収予定（および回収実績）を一目で見ることが出来ますから、支払管理機能と併せ
て資金計画にお役立て頂けます。

〔これから〕

出荷済台帳

入金台帳

月締請求書

〔入金台帳〕

どの期間にいくらの回収予定
があるか一目瞭然！

当月の回収予定総額も
一目で分かる

回収予定実績一覧

回収予定実績一覧
帳票出力可能

〔回収予定・実績一覧〕
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３２．支払管理機能の追加

今回「支払管理機能」が追加されました。
これまでは、出金台帳の買掛データを追うことで「△△△会社への○月分の支払予定はいつか」は分かりまし
たが、ある期間の支払予定を一目で見ることが出来ませんでした。
これからは、ある期間の支払予定（および支払実績）を一目で見ることが出来ますから、回収管理機能と併せ
て資金計画にお役立て頂けます。

〔これから〕

受入台帳

出金台帳

支払明細書

どの期間にいくらの支払予定
額があるか一目瞭然！

当月の支払予定総額も
一目で分かる支払予定実績一覧帳票出力可能

支払予定実績一覧

〔支払予定・実績一覧〕

〔出金台帳〕
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３３．製品部品マスターコピー機能の改善

今回「製品部品マスター．コピー機能」が改善されました。
これまでは、コピー元の部品情報が無条件にコピーされました。
これからは、コピー条件を指定できるようになります。

〔製品部品マスター〕

コピー

コピーしたくない項目の
チェックを外してください。
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３４．矢印操作の日付入力を追加

今回は、ACCESS標準である「カレンダー操作の日付入力」形式でしたが、
多くの御客様からVer5と同様な「矢印操作の日付入力」形式で利用したいとのご要望頂きました。
パラメータで日付入力形式を切替えることが出来るようになりました。

〔カレンダー操作の日付入力〕 〔矢印操作の日付入力〕
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３５．取引先担当者の追加

今回、取引先マスターに「取引先担当者」が追加されました。
これにより、受注データおよび注文データに取引先担当を登録することが出来るようになりました。

〔取引先マスター〕 〔受注登録画面〕

取引先担当者の登録 取引先担当者の選択

（１／２）

〔注文画面〕

取引先担当者の選択
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３５．取引先担当者の追加

さらに、受注登録画面や注文画面での取引先担当者の自動呼出しも可能になりました。

（２／２）

表示順の先頭

②取引先担当者の
自動呼び出し。

①取引先入力。

〔受注登録用ﾊﾟﾗﾒｰﾀ〕 〔発注用ﾊﾟﾗﾒｰﾀ〕
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３６．材料重量計算の改善

今回、材料重量計算で「目付重量計算」に対応しました。
これにより、亜鉛めっき鋼板等の重量計算がより正確に行えるようになります。

〔材質マスター〕 〔製品部品マスター．材料情報〕

目付重量の設定

〔計算式〕

計算重量(kg) = 板厚(mm) x 展開X寸法(m) x 展開Y寸法(m) x 比重
+ 展開X寸法(m) x 展開Y寸法(m) x 目付重量(kg/m2)

12.76 = 1.6 x 1 x 1 x 7.86 + 1 x 1 x 0.18
〔計算例〕

（１／２）
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３６．材料重量計算の改善

今回、材料重量計算で「素材/数量」に対応しました。
これまでは「展開寸法からの計算」のみでしたが、今回「素材/板取数での計算」を追加しました。

（２／２）

計算重量(kg) = 板厚(mm) x 展開X(m) x 展開Y(m) x 比重

1.4274(kg) = 2(mm) x 0.3(m) x 0.3(m) x 7.93

計算重量(kg) =素材重量（Kg）÷板取数(個)

1.4728(kg) = 47.13(Kg) ÷ 32(個)

計算重量(kg) = 板厚(mm) x 展開X(m) x 展開Y(m) x 比重

1.4274(kg) = 2(mm) x 0.3(m) x 0.3(m) x 7.93
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３７．パラメータ設定画面の変更

今回、パラメータ設定画面を見直しました。
これまでは、このコンピュータに効くパラメータと、全部のコンピュータに効くパラメータが混在していました。
その為、多くの御客様から「分かりづらい」とのご指摘を頂き、画面スタイルを見直しました。

〔パラメータ設定画面〕

このコンピュータに効くパラメータ

全部のコンピュータに効くパラメータ
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３８．パラメータ情報のコピー

今回、パラメータ情報のコピー機能を追加しました。
これまでは、パラメータのコピー機能が無かった為、全てのコンピュータにパラメータを設定する作業には
多くの時間がかかっていました。
多くの御客様から「コピー機能」が欲しいとのご要望を頂き、 「パラメータのコピー機能」を追加しました。

〔PC-1〕 〔PC-2〕 〔PC-3〕

〔パラメータ設定画面〕

パラメータ設定

パラメータ
設定

パラメータ設定後
にアップロード

ダウンロードで
コピーされます。
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３９．同一購入部品処理の追加

〔これから〕〔これまで〕

今回、同一購入部品処理が追加されました。
仕入先を変えた場合に、購入部品の品番が変わることがあります。
購入部品マスターの品番変更は容易ですが、製品部品マスター（旧購入品番を使用している親品番の
構成情報）の変更は大変です。
これからは、ボタン１つで、この同一化処理を行うことができます。

①購入部品ﾏｽﾀｰでｺﾋﾟｰで新品番を作成
品番 品名 単価 購入先

（旧）C001 ﾎﾞﾙﾄ ¥102   ○○商会
（新）D001 ﾎﾞﾙﾄ ¥98   □□商事

見つかった親品番が多い場合、
この作業が大変です。

②購入部品ﾏｽﾀｰで旧品番を使用している親品番を
検索しその親品番をメモ。

③製品部品ﾏｽﾀｰで親品番を開き、購入部品ﾘｽﾄの
購入部品番号を変更。（旧品番->新品番）

①購入部品ﾏｽﾀｰでｺﾋﾟｰで新品番を作成
品番 品名 単価 購入先

（旧）C001 ﾎﾞﾙﾄ ¥102   ○○商会
（新）D001 ﾎﾞﾙﾄ ¥98   □□商事

②購入部品ﾏｽﾀｰで同一化処理を実行。
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４０．帳票番号リセットの追加

今回、帳票番号リセット機能を追加しました。
これまでは、納品書No等はリセット出来ませんでした。
多くの御客様から、「6桁になったのでリセットしたい」や「期初にリセットしたい」等のご要望を頂きました。
これからは、お客様ご自身で帳票番号のリセットが行える様になりました。

納品書Noが6桁目
に突入した

〔パラメータ設定画面〕

納品書Noを
リセット

リセットされた納品書No



品番 工程 予定
日数

TEST-001 NCT

曲げ

溶接

仕上

検査

TEST-002 NCT

曲げ

溶接

仕上

検査

・
・
・

・
・
・
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４１．予定日数の一括更新

今回、「予定日数の一括更新」機能を追加しました。
工程納期を自動計算させる場合、部品毎の工程情報に「予定日数」を登録する必要があります。
しかし、１品目毎に予定日数を登録する作業は、大変な労力を必要とします。
そこで「予定日数の一括更新」機能を追加し、この作業の大幅な時間短縮を可能にしました。

〔これまで〕

〔製品部品マスター〕

品目毎に予定日数を
登録する作業はとても
手間がかかります。

〔製品部品マスター〕

予定日数 1

NCT工程

予定日数 1

検査工程

予定日数の一括更新が
行えるようになりました。

〔これから〕

品番 工程 予定
日数

TEST-001 NCT 1

曲げ 1

溶接 1

仕上 1

検査 1

TEST-002 NCT 1

曲げ 1

溶接 1

仕上 1

検査 1

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・
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４２．段取時間、加工時間の一括更新

〔これまで〕

品番 工程 段取
時間

加工
時間

TEST-001 NCT

曲げ

溶接

仕上

検査

TEST-002 NCT

曲げ

溶接

仕上

検査

・
・
・

・
・
・

〔製品部品マスター〕

品目毎に段取時間、
加工時間を登録する
作業は手間がかかり
ます。

品番 工程 段取
時間

加工
時間

TEST-001 NCT 15 10

曲げ 20 5

溶接 30 10

仕上 5 5

検査 5 5

TEST-002 NCT 15 10

曲げ 20 5

溶接 30 10

仕上 5 5

検査 5 5

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

〔製品部品マスター〕

段取時間 15

加工時間 10

NCT工程

・
・
・

段取時間 5

加工時間 5

検査工程

段取時間、加工時間
の一括更新

〔これから〕

今回、「段取時間、加工時間の一括更新」機能を追加しました。
山積み/山崩し運用を行う場合、部品毎の工程情報に「段取時間、加工時間」を登録する必要があります。
しかし、１品目毎に段取時間、加工時間を登録する作業は、大変な労力を必要とします。
そこで「段取時間、加工時間の一括更新」機能を追加し、この作業の大幅な時間短縮を可能にしました。



82

Ver7.40 相違点説明

４３．PCLから加工時間の一括取り込み

〔これまで〕

品番 工程 段取
時間

加工
時間

TEST-001 NCT

曲げ

TEST-002 NCT

曲げ

・
・
・

・
・
・

〔製品部品マスター〕
品目毎にPCLから加工時間
を取り込む作業はとても手
間がかかります。 品番 工程 段取

時間
加工
時間

TEST-001 NCT 15 5.2

曲げ 5 0.7

TEST-002 NCT 15 6.8

曲げ 5 1.3

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

〔製品部品マスター〕

段取時間 15

NCT工程
加工時間取り込み

段取時間 5

曲げ工程
加工時間取り込み

ＰＣＬ加工時間の一括
取り込み

〔これから〕

今回、「PCLから加工時間の一括取り込み」機能を追加しました。
より正確な山積み/山崩し運用を行う場合、工程情報に正確な「加工時間」を登録する必要があります。
これまでも、PCLから「ﾚｰｻﾞｰ/NCT/曲げ」加工時間の取り込みは行えましたが、１品目毎の取り込み操作で
すから大変な労力を必要としました。
そこで「PCLから加工時間の一括取り込み」機能を追加し、この作業の大幅な時間短縮を可能にしました。

加工時間取り込み

加工時間取り込み

・
・
・

ＳＤＤ

ＳＤＤ
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４４．在庫数推移計算の追加

今回、「在庫数推移計算」機能を追加しました。
お客様からの「在庫が足りるのか否かを即座に知りたい」というご要望にお応えしました。
見込み生産のお客様では「無くてはならない」機能です。

（１／１０）

品目 区分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

A-001 納品予定 5 6 7 4 9 7

見込生産 20

在庫 20

今日は8/1です。現時点の在庫は20個です。以下の納品予定で
注文を頂いております。8/15完成予定の見込み生産もあります。
さて、8/20までの注文分は在庫ｼｮｰﾄなしで行けますか？

〔これまで〕

こんな感じで、常時、見込み生産している物が約100品目あります。
在庫は毎日変動しますから、毎日このﾁｪｯｸが必要です。
ただし、この作業を30分以内でやりなさい。

15 15 15 9 9 9 9 2 2 2 -2 -2 -2 18 9 9 9 2 2 2

そんなの
無理！

手計算でな
んとか・・・
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４４．在庫数推移計算の追加 （２／１０）

受注台帳 ・・・

N品目

在庫ｼｮｰﾄ一覧出力

在庫台帳

作業手配台帳

生産完了予定日

現在庫数 納品数
納品予定日

在庫推移計算

在庫ｼｮｰﾄ品目

（在庫ﾏｲﾅｽ？）

在庫ｼｮｰﾄ一覧

N品目

パッと見つけ
てくれます！

〔しくみは？〕
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４４．在庫数推移計算の追加

〔さらに自動化〕
在庫ｼｮｰﾄ品目が見つかったとして、数が多い場合、不足数を手配する作業には時間がかかります。
そこで、不足数を自動手配する機能を実装しました。

残数が
プラス

自動で在庫引マーク

残数が
マイナス

自動で不足数を手配

在庫ｼｮｰﾄ一覧

在庫ｼｮｰﾄ状況の確認

（３／１０）
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４４．在庫数推移計算の追加 （４／１０）

〔機能強化その１〕 在庫ｼｮｰﾄ一覧の並び順
多くのお客様から、在庫ｼｮｰﾄ一覧は「ｼｮｰﾄ日の若い順」に並んで欲しいとのご要望を頂き、対応しました。
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４４．在庫数推移計算の追加 （５／１０）

〔機能強化その２〕 手配ﾃﾞｰﾀ生成条件のﾊﾟﾗﾒｰﾀ追加
多くのお客様から、自動生成される手配ﾃﾞｰﾀに対する種々のご要望を頂き、対応しました。

納期はｼｮｰﾄ日
のN日前に

来月末までにｼｮｰﾄする品目は？
ということで在庫ｼｮｰﾄ一覧を表示
させた。今日は、その中で、今月
末までに在庫ｼｮｰﾄする品目だけ
自動手配させたい。

社内納期は納期
より前倒しに

担当者を設定で
きるように

通常は不足数を
一括手配だが個
別手配も可能に

在庫ｼｮｰﾄになった
注文番号を目印
に入れたい
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４４．在庫数推移計算の追加 （６／１０）

〔機能強化その３〕 在庫ｼｮｰﾄ計算条件のﾊﾟﾗﾒｰﾀ追加
多くのお客様から、在庫ｼｮｰﾄ日計算に対する種々のご要望を頂き、対応しました。

限界在庫を考慮すると
8/22が在庫ｼｮｰﾄ日になる。

限界在庫を考慮しないと
8/28が在庫ｼｮｰﾄ日になる。

手配数を考慮すると
8/13に在庫が10増えて
30になる。

手配数を考慮しないと
8/13の在庫が増えずに
20のまま計算する。
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〔機能強化その４〕 子部品の在庫数推移計算の追加
今回、子部品の在庫数推移計算機能を追加しました。
これまでの「完成品の在庫推移計算」は、予め見込みで完成品の在庫を作っておき、注文（内示・確定）に対
して不足する完成品の在庫ショート日を計算し、それに間に合うように生産手配できる機能でした。
今回追加した「子部品の在庫数推移計算」は、予め見込みで子部品の在庫を作っておき、注文が来てから
組立・出荷する運用で、注文（内示・確定）に対して不足する子部品の在庫ショート日を計算し、それに間に
合うように生産手配できる機能です。

４４．在庫数推移計算の追加 （７／１０）

「完成品の在庫推移計算」 「子部品の在庫推移計算」

品目 区分 1 2 3 4 5 6 7 8 9

日 月 火 水 木 金 土 日 月

A-001 納品 5 3 4 6 5

製造 0 0 0 0 0 0

在庫 20 15 12 8 2 -3

完成品A-001は12/9に在庫ｼｮｰﾄ（3個）

完成品A-001を12/6までに3個製造手配

在庫ショート計算

一括手配

品目 区分 1 1 2 3 4 5 6 7 8

日 月 火 水 木 金 土 日 月

親品番

A-001

納品 5 3 4 6 5

組立 5 3 4 6 5 0

子品番

A-001-01

引当 5 3 4 6 5

製造 0 0 0 0 0 0

在庫 20 15 12 8 2 -3

子部品A-001-01は12/5に在庫ｼｮｰﾄ（-3個）

子部品A-001-01を12/4までに3個製造手配

在庫ショート計算

一括手配

引当とは親に
使われる数量
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〔機能強化その５〕 在庫推移カレンダー画面の追加
今回、在庫推移カレンダー画面を追加しました。
これまでは１品毎の在庫推移画面でしたが、これからは複数品目が一括表示されます。
これにより、どのタイミングで見込み生産を投入すれば良いか…がより判断し易くなります。

４４．在庫数推移計算の追加 （８／１０）

現在庫

出庫数

入庫数

残数

前日情報 最終情報

在庫ｼｮｰﾄはﾏｲﾅｽで
表示されます。

在庫ｼｮｰﾄ日

（手配前）

品目
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〔機能強化その６〕 在庫推移カレンダー画面への機能追加
さらに、この在庫推移カレンダー画面で、手配（手動・自動）、印刷機能を実装しました。

これにより、「①在庫ショート確認②手配（手動・自動）③生産日程確認」の一連の作業が、この画面に居なが
ら操作できます。

４４．在庫数推移計算の追加 （９／１０）

（手配後）

手動手配または一括手配の結果

在庫ｼｮｰﾄが解決。

在庫残数予定

品目

手動手配(日付列ｸﾘｯｸ)一括手配

手配数入力
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４４．在庫数推移計算の追加 （１０／１０）

〔機能強化その７〕 在庫ショート計算での混在モードの追加
今回、完成品在庫ショート計算と子部品在庫ショート計算を同時に実行できるようになりました。

〔これまで〕 〔これから〕

①在庫管理品 完成品 絞込み

②在庫ショート計算（完成品モ－ド）

③在庫管理品 子部品 絞込み

④在庫ショート計算（子部品モ－ド）

①在庫管理品 絞込み

②在庫ショート計算（混在モ－ド）

完成品
在庫ｼｮｰﾄ
計算結果

子部品
在庫ｼｮｰﾄ
計算結果

完成品/子部品
在庫ｼｮｰﾄ
計算結果
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４５．ツリービューの改善

今回、ツリービューに「購入部品表示」機能を追加しました。
これにより、購入部品の有無が一目で分かります。

〔これまで〕 〔これから〕

（１／３）
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４５．ツリービューの改善

今回、ツリービューに「部品名」「工程（外注先）」表示機能を追加しました。
これにより、外注有無等が一目で分かります。

〔これまで〕 〔これから〕

（２／３）
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４５．ツリービューの改善

今回、ツリービューに「型鋼」表示機能を追加しました。
これにより、型鋼の有無が一目で分かります。

〔これまで〕 〔これから〕

（３／３）

今回追加
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４６．フローティング・ライセンスに対応

今回、これまで要望が多かったフローティング・ライセンスに対応しました。
フローティング・ライセンスとは、インストールは何台でも行えるが「同時使用数が保有ライセンス数に至るま
で利用できる」という管理方式です。
対象は、画像モジュール、進捗キットの２つです。（受注出荷、見積りは対象外です。）
例えば、受注出荷サーバーと５台の受注出荷クライアントがあった場合、画像サーバーと画像クライアントを
それぞれ１台ずつ購入し、５台の受注出荷クライアント全てに画像クライアントをセットアップし、重ならないよ
うに１個のライセンスを使い廻すという運用です。

〔これまで〕 〔これから〕

ﾊﾟｿｺﾝ 受注出荷 画像

PC-0 ｻｰﾊﾞｰ ｻｰﾊﾞｰ

PC-1 ｸﾗｲｱﾝﾄ ｸﾗｲｱﾝﾄ

PC-2 ｸﾗｲｱﾝﾄ ｸﾗｲｱﾝﾄ

PC-3 ｸﾗｲｱﾝﾄ ｸﾗｲｱﾝﾄ

PC-4 ｸﾗｲｱﾝﾄ ｸﾗｲｱﾝﾄ

PC-5 ｸﾗｲｱﾝﾄ ｸﾗｲｱﾝﾄ

5本の画像ｸﾗｲｱﾝﾄ
ﾗｲｾﾝｽ

全ての受注出荷ｸﾗｲｱﾝﾄで利用したい。
しかし画像ﾓｼﾞｭｰﾙの使用頻度はそんなに高くない。
でも、画像ｸﾗｲｱﾝﾄ・ﾗｲｾﾝｽは5本購入せねばならなかった。

ﾊﾟｿｺﾝ 受注出荷 画像

PC-0 ｻｰﾊﾞｰ ｻｰﾊﾞｰ

PC-1 ｸﾗｲｱﾝﾄ ｸﾗｲｱﾝﾄ

PC-2 ｸﾗｲｱﾝﾄ

PC-3 ｸﾗｲｱﾝﾄ

PC-4 ｸﾗｲｱﾝﾄ

PC-5 ｸﾗｲｱﾝﾄ

1本の画像ｸﾗｲｱﾝﾄ
ﾗｲｾﾝｽ

全ての受注出荷ｸﾗｲｱﾝﾄで利用したい。
しかし画像ﾓｼﾞｭｰﾙの使用頻度はそんなに高くない。
だから、画像ｸﾗｲｱﾝﾄ・ﾗｲｾﾝｽは1本だけ購入しよう。
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４７．入庫・出庫操作による手動在庫更新機能の追加

今回、材料、購入部品について、入庫・出庫操作による手動在庫更新機能が追加されました。
材料・購入部品の在庫は、それを使用する製品・部品の作業完了時に自動更新（在庫減）されました。
ところが、「多少操作が増えても、材料・購入部品を出庫した時点で在庫減し、実在庫と帳簿在庫を一致させ
たい。」と考えるお客様もいらっしゃいます。
そこで、下記機能を追加しました。
・材料・購入部品の在庫更新の自動更新は行わないパラメータ追加。
・入庫・出庫処理操作による在庫更新機能の追加。

（１／２）

〔自動更新の場合〕 〔手動更新の場合〕

溶接

部品棚

5/2出庫

5/4作業完了

5/2に実在庫が減。
5/4に帳簿在庫が減。

溶接

部品棚

5/2出庫

5/4作業完了

出庫処理

実在庫と帳簿
在庫が一致。

帳簿在庫

帳簿在庫
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４７．入庫・出庫操作による手動在庫更新機能の追加

今回、製作部品について、入庫・出庫操作による手動在庫更新機能が追加されました。
材料・購入部品と同様、「部品棚から出庫した時点で在庫減し、実在庫と帳簿在庫を一致させたい。」が
可能になりました。
・製作部品の在庫更新の自動更新は行わないパラメータ追加。
・入庫・出庫処理操作による在庫更新機能の追加。

（２／２）

〔自動更新の場合〕 〔手動更新の場合〕

溶接

部品棚

5/2出庫

5/4作業完了

5/2に実在庫が減。
5/4に帳簿在庫が減。

溶接

部品棚

5/2出庫

5/4作業完了

出庫処理

実在庫と帳簿
在庫が一致。

帳簿在庫

帳簿在庫
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４８．生産ロット管理機能の追加

今回、生産ロット管理機能が追加されました。
これまでは、どの材料で作った部品を出荷したか、即ち、出荷品とミルシート等の材料情報を紐付きで管理す
ることは出来ませんでした。
もし、こういう管理が必要な場合、WILLとは別に台帳等で管理せねばなりませんでした。
今回、生産ロット管理機能が追加されたことで、生産ロット（材料情報）と出荷情報を紐付き管理できるようにな
り、材料トレーサビリティの向上が図れます。

（１／２）

ﾐﾙｼｰﾄ番号

MILL-001

MILL-002

MILL-003

①受注

・品番
・納期
・数量

PART-0001
2011/9/30
10

抜き・曲げ・溶接 3個

抜き・曲げ・溶接

抜き・曲げ・溶接

4個

3個

作業完了

作業完了

作業完了

出荷処理（出荷No.1=MILL-001）

出荷処理（出荷No.2=MILL-002）

出荷処理（出荷No.3=MILL-003）

③出荷

②製造

材料

出荷処理時に作業完了履歴情報
が見える。今回の出荷はどの生産
分を指定できる。

作業完了履歴
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４８．生産ロット管理機能の追加

今回、作業完了履歴台帳の変更画面から現品票出力機能が追加されました。
これにより、生産ロット毎に現品票を発行することが可能になります。

（２／２）

印刷
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４９．社内納期計算パラメータの追加

今回、社内納期計算パラメータが追加されました。
これまでは、２つのパラメータがありました。１つはパラメータ画面で設定する“全体設定”と、もう一つは製品
部品マスターで設定する“個別設定”です。
今回、取引先ごとに社内納期計算パラメータを持ってほしいというご要望に対応しました。
これで、近い取引先は納期の前日を社内納期にするが、遠い取引先は納期の２日前にする・・・といった設定
が可能になります。
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５０．工程パターン（工程一括入力マスター）による一括登録

今回、工程パターンの一括登録機能を追加しました。
これまで工程登録は、１品目毎に工程パターンを選択し登録する必要がありました。
最初に１回登録すれば…と言っても、誰でも出来る作業ではない為（図面を見て工程を頭脳展開できる人が
必要）、工程運用したいが出来ない…お客様も多かったと思います。

これからは、製品部品マスターで検索で絞り込んだ複数品目について、一括工程登録および更新が可能に
なりますから、大幅な作業時間の短縮が期待できると考えています。

〔これまで〕

品番 工程情報

TEST-001 -

TEST-002 -

TEST-003 -

TEST-004 -

TEST-005 -

TEST-006 -

TEST-007 -

TEST-008 -

TEST-009 -

TEST-010 -

・
・
・

〔製品部品マスター〕

マスター編集 工程パターン選択

100品目あれば100回の
操作が必要

〔これから〕

品番 工程情報

TEST-001 -

TEST-002 -

TEST-003 -

TEST-004 -

TEST-005 -

TEST-006 -

TEST-007 -

TEST-008 -

TEST-009 -

TEST-010 -

・
・
・

〔製品部品マスター〕

検索 工程パターン選択

100品目あっても1回の
操作で登録可能かも…
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５１．注文書Noの番号割り当て方法の追加

今回、注文書Noの番号割り当て方法を追加しました。
これまで、注文書Noは、１注文毎に１番号を発番か、１品目毎に１番号を発番かの２方式ありました。
今回、これに対して１注文毎でも発注先が異なれば１番号を発番、というモードが追加されました。

〔１注文毎に１番号を発番〕

品番

HIN-001
HIN-002
HIN-003

注文書

発注台帳

HIN-001
HIN-002
HIN-003
・
・
・

○○製作所御中

品番

1001
1001
1001

注文書No

納期 数量

〔１品目毎に１番号を発番〕

品番

HIN-001
HIN-002
HIN-003

注文書

発注台帳

HIN-001
HIN-002
HIN-003
・
・
・

○○製作所御中

品番

1001
1002
1003

注文書No

納期 数量

〔 １注文毎でも発注先が
異なれば１番号を発番〕

品番

HIN-001
HIN-002

注文書

発注台帳

HIN-001
HIN-002
HIN-003
・
・
・

○○製作所御中

品番

1001
1001
1002

注文書No

納期

数量

品番

HIN-003

注文書

△△工業御中

納期 数量
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５２．受注登録画面の改善

今回、受注登録画面での担当者入力方法を改善しました。
これまでは、リストBOXから担当者を選択する方式でした。
しかし、担当者が多い場合には、リストＢＯＸから担当者を選ぶという操作がとても面倒になります。
そこで、下記２点の改善を実施しました。
・担当者番号入力で担当者入力できる。
・担当者入力欄をＩＭＥ全角を規定値にする。

数字＋Enter２回

直接全角入力し易いようにＩ
ＭＥ全角を規定値にするこ
とも可能。

（１／３）
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５２．受注登録画面の改善

今回、受注登録画面での注文番号、品番の自動発番方法を改善しました。
これまでは@を入力することで自動発番しましたが、これからは空欄でも自動発番できるようになります。

（２／３）

今回追加
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５２．受注登録画面の改善

今回、さらに受注登録画面での注文番号の自動発番方法を改善しました。
これまでは、「製品部品マスターから追加」で複数品目の受注登録を行った場合、すべて「同一」注文番号が
付与されましたが、これからは、「同一」注文番号の付与か、「個別」注文番号の付与かを選択できます。

（３／３）

HIN-001
HIN-002
HIN-003
・
・
・

品番

1001
1001
1001

注文書No

HIN-001
HIN-002
HIN-003
・
・
・

品番

1001
1002
1003

注文書No

同一

個別

今回追加
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５３．発注画面での単位入力対応

今回、発注台帳に単位が追加されました。
これまで、単位は注文書にのみ印刷されるだけでした。（例えば「枚」か「トン」 ）
ですから、発注台帳で注文数は分かりますが、単位が分からない状態でした。
今回、発注台帳に単位が追加され、注文書に印字された単位が画面でも表示できるようになりました。
また、注文情報入力画面でも単位を入力できるようになりました。

〔材料注文書〕 〔購入部品注文書〕 〔工程外注注文書〕

注文書 注文書 注文書

品目 品目 品目数量 数量 数量単位 単位 単位

AAAA 5 枚 BBBB 8 本 CCCC 4 個

発注台帳

品目 数量

AAAA 5
BBBB 8
CCCC 4

品目 数量 単位

AAAA 5 枚
BBBB 8 本
CCCC 4 個

これまで

これから

注文書には単位を出せるが、
発注台帳には単位を出せない。

注文書には単位を出せるし、
発注台帳にも単位を出せる。

注文書

品目 数量 単位

DDDD 4 個
手入力

手入力でも単位入力が
出来るようになりました。
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５４．製品部品マスター詳細の改善

今回、「子部品および購入部品レイアウトの記憶」に対応しました。

（１／３）

〔これまで〕

〔これから〕

一時的に位置、幅を変更で
きますが、その保存が出来
ませんでした。

変更したレイアウトが自動
保存されます。

子部品だけでなく購入部品も
同様に対応しました。
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５４．製品部品マスター詳細の改善

今回、「子部品コピー」機能を追加しました。
これにより、①新規の構成情報登録時の作業性UP、②改版に伴う構成情報変更時の作業性UP
が期待できます。

（２／３）

〔これまで〕

①受注登録画面からﾏｽﾀｰ編集ﾎﾞﾀﾝ
②親品目情報登録（手入力）
③追加ﾎﾞﾀﾝ…子品目１情報登録（手入力）
④追加ﾎﾞﾀﾝ…子品目２情報登録（手入力）
⑤追加ﾎﾞﾀﾝ…子品目３情報登録（手入力）

①受注登録画面を閉じる。
②製品部品ﾏｽﾀｰ画面に移動
③親品目情報登録（手入力）
④子品目１情報登録（手入力）
⑤子品目１を子品目２にｺﾋﾟｰ登録
⑥子品目２を子品目３にｺﾋﾟｰ登録
⑦親品目を開く
⑧製品部品ﾏｽﾀｰから子品目１、２、３を追加

手順はｼﾝﾌﾟﾙだが手入力は大変。

ｺﾋﾟｰは使えるが手順が複雑。

〔これから〕

①受注登録画面からﾏｽﾀｰ編集ﾎﾞﾀﾝ
②親品目情報登録（手入力）
③追加ﾎﾞﾀﾝ…子品目１情報登録（手入力）
④ｺﾋﾟｰﾎﾞﾀﾝ…子品目１を子品目２にｺﾋﾟｰ登録
⑤ｺﾋﾟｰﾎﾞﾀﾝ…子品目２を子品目３にｺﾋﾟｰ登録

手順はｼﾝﾌﾟﾙでｺﾋﾟｰも使える。

①新規の構成情報登録時

受注登録画面 製品部品ﾏｽﾀｰ詳細画面

追加 ｺﾋﾟｰ

〔ｹｰｽ１〕

〔ｹｰｽ２〕
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５４．製品部品マスター詳細の改善 （３／３）

〔これまで〕

①製品部品ﾏｽﾀｰ画面に移動
②親品目（A001）をｺﾋﾟｰ登録（A001A）
③子品目（A001-02）をｺﾋﾟｰ登録（A001-02A）
④子品目（A001-03）をｺﾋﾟｰ登録（A001-03A）
⑤親品目（A001A）を開く
⑥製品部品ﾏｽﾀｰから子品目（A001-02A）を追加
⑦製品部品ﾏｽﾀｰから子品目（A001-03A）を追加
⑧ﾘｽﾄから子品目（A001-02）の削除
⑨ﾘｽﾄから子品目（A001-03）の削除

ｺﾋﾟｰは使えるが手順が複雑。

〔これから〕

①製品部品ﾏｽﾀｰ画面に移動
②親品目（A001）からｺﾋﾟｰ登録（A001A）し、続けて開く。
③子品目（A001-02）をｺﾋﾟｰ登録（A001-02A）
④子品目（A001-03）をｺﾋﾟｰ登録（A001-03A）
⑤ﾘｽﾄから子品目（A001-02）の削除
⑥ﾘｽﾄから子品目（A001-03）の削除

手順はｼﾝﾌﾟﾙでｺﾋﾟｰも使える。

②改版に伴う構成情報変更時

受注登録画面 製品部品ﾏｽﾀｰ詳細画面

削除ｺﾋﾟｰ

A001

A001-01

A001-02

A001-03

改版 A001A

A001-01

A001-02A

A001-03A



111

Ver7.40 相違点説明

５５．進捗実績一覧の改善 （１／２）

今回、実績表示項目の追加（工程内容、納期）を行いました。
これにより、「見える化」と「検索」の向上が図れます。

①工程内容 ②納期

〔これまで〕

工程名と工程内容が表示される。

工順品番

1A001

工程名

ﾚｰｻﾞｰ

2A001 成形

3A001 成形

4A001 成形

日付

11/01

11/02

11/02

11/03

何をやったか
分からない

〔これから〕

工程名は表示されるが程内容が表示されない。

工順品番

1A001

工程名

ﾚｰｻﾞｰ

2A001 成形

3A001 成形

4A001 成形

日付

11/01

11/02

11/02

11/03

工程内容

ﾊﾞｰﾘﾝｸﾞ

ﾙｰﾊﾞｰ

ﾀﾞﾎﾞ

何をやったかま
で分かります

〔これまで〕

完了日と納期が表示される。

工順品番

1A002

工程名

ﾚｰｻﾞｰ

2A002 成形

3A002 曲げ

4A002 溶接

日付

11/01

11/02

11/03

11/04

作業日は分かる
が、いつの納期分
かが分からない。

〔これから〕

完了日は表示されるが納期が表示されない。

工順品番

1A002

工程名

ﾚｰｻﾞｰ

2A002 成形

3A002 曲げ

4A002 溶接

日付

11/01

11/02

11/03

11/04

いつの納期分
かが分かります。

納期

11/04

11/04

11/04

11/04

・・・

・

・

・

・

・・・

・

・

・

・

（注）進捗実績画面も画面ﾚｲｱｳﾄが変更できるようになりました。（項目11参照）
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５５．進捗実績一覧の改善 （２／２）

今回、進捗実績項目の修正（注文番号、製品番号、部品番号）を可能になりました。
これまでは、実績収集後に、注文番号などが変更になったケースに対応できませんでした。
これからは、必要に応じて進捗実績を修正できるようになります。

〔これまで〕 〔これから〕
項目タイトルボタン
を押すことで変更で
きます。

変更できません。



113

Ver7.40 相違点説明

５６．作業完了/作業完了履歴の改善 （１／５）

今回、作業完了時に備考情報を入力できるようになりました。
これにより、製造担当から配送担当への引き継ぎ情報を入力することが出来るようになりました。

〔これから〕〔これまで〕

受注出荷

作業指示書 完了入力

ﾊﾟﾚｯﾄ

何番ﾊﾟﾚｯﾄに載せたかを
入力できない。

（完了日、完了担当、完了数）

受注出荷

作業指示書 完了入力

ﾊﾟﾚｯﾄ

何番ﾊﾟﾚｯﾄに載せたかを
備考に入力。

（完了日、完了担当、完了数）

（備考1、備考2）

受注台帳受注台帳

何番ﾊﾟﾚｯﾄを運ぶのか
分からない。

製造担当

配送担当

画面に作業完了備考
（何番ﾊﾟﾚｯﾄ）を表示可。

配送担当
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５６．作業完了/作業完了履歴の改善 （２／５）

画像モジュールがある場合、作業完了履歴に画像データを紐付け管理できるようになりました。
これにより、紙（作業指示書、検査票）をスキャンし、画像データとして保存することができますから、
紙の保管スペース問題が解決でき、必要な時にすぐに作業指示書、検査票を表示できるようになります。

〔これから〕〔これまで〕

作業指示書

〔現場〕

検査票

作業
担当

記録

記録

〔事務所〕

Gﾌｧｲﾙ

書棚手間が
かかる。

作業指示書

〔現場〕

検査票

作業
担当

記録

記録

〔事務所〕

受注出荷

作業完了履歴

ｽｷｬﾝ

画像ﾃﾞｰﾀ

一度登録してしまえ
ば、一瞬で検索・表
示できる。

後日、必要な時に
探すのが大変。

ｽﾍﾟｰｽ
が必要。
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５６．作業完了/作業完了履歴の改善 （３／５）

〔これから〕〔これまで〕

今回、作業完了履歴項目の修正（注文番号、製品番号、部品番号）を可能になりました。
これまでは、作業完了後に、注文番号などが変更になったケースに対応できませんでした。
これからは、必要に応じて作業完了履歴を修正できるようになります。

変更できません。

項目タイトルボタン
を押すことで変更で
きます。
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５６．作業完了/作業完了履歴の改善 （４／５）

〔これから〕〔これまで〕

今回、作業完了履歴一覧画面の検索項目（材質、板厚）が追加されました。
「あの材料を使ったのは誰だ？」というシーンで、ご利用頂けます。
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５６．作業完了/作業完了履歴の改善 （５／５）

〔これから〕〔これまで〕

今回、作業完了時に不良数入力が追加されました。
これまで、不良発生時の材料在庫は手動で在庫減して頂きました。

これからは、不良数を入力することで、材料在庫を自動減させることができます。

材料ﾏｽﾀｰ

材料在庫を自動減

今回追加
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５７．役割に応じた画面ﾌｫｰﾑ利用

〔これから〕〔これまで〕

今回、最大3つの画面ﾌｫｰﾑが登録できるようになりました。
これにより、仕事の役割に応じた画面ﾌｫｰﾑを利用できるようになります。

販売管理担当

生産管理担当

１つの画面ﾌｫｰﾑを全員で利用しました。

受注台帳は、納期、受注数、
金額がパッと見て分かる様
に画面前方にレイアウトして
もらいました。

私は、新規/ﾘﾋﾟｰﾄ、社内納

期、在庫数、材料、処理が
パッと見て分かる様にレイア
ウトして欲しいのだが、我慢
するしかない。

販売管理担当

生産管理担当

私のﾊﾟｿｺﾝの受注台帳は、
納期、受注数、金額がパッと
見て分かる様に画面前方に
レイアウトしてもらいました。

私のﾊﾟｿｺﾝの受注台帳は、
新規/ﾘﾋﾟｰﾄ、社内納期、在

庫数、材料、処理がパッと見
て分かる様に画面前方にレ
イアウトしてもらいました。

（１／２）
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５７．役割に応じた画面ﾌｫｰﾑ利用

〔具体的な運用イメージ〕

（２／２）

アプリケーション・サーバ

フォーム編集 受注台帳フォーム
（販売管理用）

受注台帳フォーム
（生産管理用）

受注台帳フォーム
（資材管理用）

マシンメンテナンス コンピュータ名 利用フォーム

PC-01 販売管理用

PC-02 販売管理用

PC-03 生産管理用

PC-04 生産管理用

PC-05 資材管理用

高速実行ファイル
ダウンロード

クライアント

PC-01

PC-02

PC-03

PC-04

PC-05
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５８．注文書No、納品書No、請求書Noの範囲検索

今回、注文書No、納品書No、請求書Noの範囲検索が可能になりました。

項目 受注台帳 出荷済台帳 発注台帳 受入れ台帳

注文書No ○ ○

納品書No ○ ○

請求書No ○

〔範囲検索方法〕

〔対象となる台帳〕

要件 入力例

指定 91

以上 91-

以下 -109

範囲 91-109
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５９．取引先マスターの住所欄が２段に

今回、取引先マスターの住所欄が２段で入力できるようになりました。
これにより、納品書・請求書の住所欄の途中改行の問題が解決できます。

〔これから〕〔これまで〕

住所欄は１行。 住所欄は２行。

住所が長いと途中改行に
なってしまいます。

神奈川県伊勢原市石田３０９－３ ビューテラス５０２号室 神奈川県伊勢原市石田３０９－３

ビューテラス５０２号室

住所１と住所２に分けるこ
とで途中改行を解決。

住所１

住所２

住所
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６０．受注金額推移グラフの改善

今回、受注金額推移グラフで開始月が指定できるようになりました。
これまでは「１月からの表示」のみでしたが、これからは「指定月からの表示」が可能になります。

〔これから〕〔これまで〕

１月からの表示しかできま
せん。

合計金額も１月からの集計
になってしまいます。

開始月が指定できます。

合計金額は開始月からの
集計が表示されます。
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６１．発注・仕入関係の検索機能の改善

今回、発注台帳、受入れ台帳において、「会社No」による絞り込みが行えるようになりました。
これにより、例えば、ﾊﾟｿｺﾝAでは○○工場の発注・仕入管理を、ﾊﾟｿｺﾝBでは△△工場の発注・仕入管理を…
という運用が行えるようになりました。

〔背景〕

本社工場、分工場と工場が分かれている場合に、お客様は一般に下記の運用を行います。
・会社情報マスター（会社No：１・２・３）に工場毎の情報を登録します。
・会社情報マスター設定画面で自工場の会社Noを設定します。
・これにより、例えば、このﾊﾟｿｺﾝから発行する注文書の発注元欄に、自工場情報が印字されます。

〔これから〕

・発注台帳、受入れ台帳に会社Noが継承される仕組みに変わりました。
・また、発注台帳、受入れ台帳の検索画面で会社Noの入力が行えるようになりました。

〔課題〕

・発注台帳、受入れ台帳にはこの会社Noが継承されておらず、絞り込みが行えませんでした。

（１／３）
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６１．発注・仕入関係の検索機能の改善

〔具体的な運用イメージ〕

（２／３）

〔これから〕〔これまで〕
本社

分工場A

分工場B

注文書

注文書

注文書

(株)○○ 本社

(株)○○ 分工場A

(株)○○ 分工場B

発注台帳 他拠点の発注情報はじゃま。
でも自拠点で絞ることが出来
ない。

本社

分工場A

分工場B

注文書

注文書

注文書

(株)○○ 本社

(株)○○ 分工場A

(株)○○ 分工場B

発注台帳 自拠点の発注情報のみに
絞って表示することが出来る。
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６１．発注・仕入関係の検索機能の改善

今回、発注台帳、受入れ台帳において、「納入場所」による絞り込みが行えるようになりました。
これにより、例えば、本社で発注し、受取りはそれぞれの工場で…という運用が行えるようになりました。

〔背景〕

複数の工場があり資材調達の専任がいるお客様では、①本社で発注、②それぞれの工場で受取り…とい
う運用になります。

この運用では、前述の「会社No」での絞り込みでは役に立たないことが分かりました。
そこで、注文時に指定する「納入場所」を発注台帳、受入台帳に継承させ、 「納入場所」による絞り込みが
行えるように改善しました。

（３／３）

本社

仕

入

業

者

○○工場分注文書

○○工場

△△工場

自工場受取分に
絞って表示できる。

△△工場分注文書
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６２．注文書（複数選択）発行時の備考入力の改善

今回、注文書発行時の選択リストに備考情報を入力できるようになりました。
これにより、発注品目１件毎にコメント印字が可能になりました。

〔これから〕〔これまで〕

注文画面の備考欄に入力した
情報は共通部に印字。

発注品目１件毎の備考欄に
コメントを印字できません。

発注品目１件毎の備考欄に
コメントを印字できます。
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６３．版数管理および改版履歴の追加

今回、版数管理および改版履歴が追加されました。

〔これから〕

〔これまで〕

・図面番号欄または受注備考欄に「版数」を入力。（即ちメモとして版数を入力するだけの運用。）

・「図面番号欄を版数として利用するか？」のパラメータが追加されました。
・「版数として利用」の場合、画面（受注登録、検索等）上の図面番号が「版数」に変わります。
・受注登録時、「入力された版数」と「ﾏｽﾀｰの版数」を自動照合し、不一致の場合に自動更新できます。
・「ﾏｽﾀｰの版数」を自動更新した際に、併せて版数変更履歴に自動記録します。

改版履歴が自動記録
されます。
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今回、工程パターン（工程一括入力マスター）登録情報に金型情報が追加されました。

〔これから〕〔これまで〕

今回追加された
金型情報欄

（１／３）６４．工程パターン（工程一括入力マスター）登録の改善
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６４．工程パターン（工程一括入力マスター）登録の改善

これまで、工程パターン（工程一括入力マスター）は、手動登録しか出来ませんでした。
今回、マスター工程情報から工程一括入力マスターへ登録できるようになり、作業の手間が軽減されました。

〔これから〕〔これまで〕

（２／３）

①ﾏｽﾀｰ工程情報を開く
②工程一括入力ﾏｽﾀｰを開く
②ｺﾋﾟｰ
③編集
④工程情報手入力

①ﾏｽﾀｰ工程情報を開く…（工程内容確認）
②工程一括入力に記憶

②

③④④

⑤

①

②

①
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今回、工程一括入力時に既に工程が登録されていると追加登録可能な仕様に変わりました。

〔これから〕〔これまで〕

（３／３）６４．工程パターン（工程一括入力マスター）登録の改善

工程一括入力マスター
からの工程追加登録
はできませんでした。

今回追加
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今回、「工程検査機能」が追加されました。

６５．工程検査機能の追加 （１／５）

〔これまで〕

マスターに検査情報を入力すれば指示書に出力することができました。（指示書出力のみ）

これまでの検査情報は完成品の形状検査を想定した仕組みであり、工程毎の検査を想定した仕組みでは
ありませんでした。

検査情報

検査結果を記録した紙は
Gﾌｧｲﾙで保存するか、画
像ﾓｼﾞｭｰﾙで保存します。
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「工程検査機能」では、工程別検査情報を指示書に出力、進捗端末での検査情報の表示・検査結果入力、
受注出荷側での検査結果履歴の参照、統計利用が可能です。

６５．工程検査機能の追加 （２／５）

（１）工程検査情報の入力

マスターの工程情報に検査情報を入力します。
これまでとの一番大きな違いは「工程毎の検査情報」が入力できることです。

工程情報

工程検査情報

工程毎に入力した検査情報を、
この「検査項目一覧」で全検査
項目を表示させることが出来ま
す。
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６５．工程検査機能の追加 （３／５）

（２）工程検査情報の指示書への出力

マスター入力した工程検査情報は作業指示書に出力することができます。
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６５．工程検査機能の追加 （４／５）

（３）進捗端末での検査情報の表示・検査結果入力

マスター入力した工程検査情報は、進捗端末に表示することができます。
また、進捗端末から検査結果を入力することも出来ます。

〔進捗端末〕 〔工程検査情報〕

検査結果
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６５．工程検査機能の追加 （５／５）

（４）受注出荷側での検査結果履歴の参照、統計利用

検査結果履歴が参照、統計利用が可能です。

受注出荷
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

集計帳票

検査結果履歴

受注出荷

進捗端末

検索で絞り込み
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今回、工程情報登録画面から実績参照が出来る仕組みが追加されました。

６６．実績から工程情報(段取・加工時間)への反映 （１／２）

〔これから〕〔これまで〕

進捗実績 製品部品
ﾏｽﾀｰ

製品情報（進捗実績一覧）

加工時間をﾏｽﾀｰ
へ書き込み

工程情報（製品部品ﾏｽﾀｰ）

書き込んだ実績
時間が見える

それを見ながら段取時間、
加工時間を手入力

製品部品
ﾏｽﾀｰ

工程情報（製品部品ﾏｽﾀｰ）

①実績参照

②進捗実績履歴
が見える

③段取時間、加工時間
が計算できる

⑤段取時間、加工時間
に書き込まれる

④書き込み



137

Ver7.40 相違点説明

６６．実績から工程情報(段取・加工時間)への反映

さらに、実績情報から段取時間、加工時間が一括登録できる仕組みが追加されました。

（２／２）

②「予定加工時間 実績から更新」選択

①検索で絞り込み

③必要なら段取り
時間を…

④実績情報から平均
値計算し自動登録し
ます

今回追加
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６７．進捗端末の表示改善

今回、進捗端末の表示形式を改善しました。

〔これから〕〔これまで〕

どこが、注文番号の境なのか…、

同様に製品番号の境、部品番号
の境も判別しづらかった。

注文番号、製品番号、部品番号の
境が判別し易くなりました。
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６７．進捗端末の表示改善

今回、進捗端末で工程情報をﾖｺ列表示できるようになりました。

〔作業手配工程台帳スタイル〕

工程がﾀﾃに並びます。

１画面に表示される品目数
は少ない。

〔作業手配台帳スタイル〕

工程がﾖｺに並びます。

１品目１行となり、１画面に
表示される品目数はこちら
の方が多い。
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６８．画像のファイルパス管理が可能に

今回、画像モジュールのファイルパス管理が可能になりました。

〔これから〕〔これまで〕

CAD等
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

画像
ﾓｼﾞｭｰﾙ

ﾌｧｲﾙ

ﾌｧｲﾙ

ﾌｧｲﾙ

・
・
・

①
ﾌｧｲﾙ
実体ｺﾋﾟｰ

②ﾌｧｲﾙﾊﾟｽ格納

ﾃﾞｰﾀ修正後に
画像ﾓｼﾞｭｰﾙへ
の再読込みが
必要。

CAD等
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

画像
ﾓｼﾞｭｰﾙ

①ﾌｧｲﾙﾊﾟｽ格納

ﾌｧｲﾙ

・
・
・

ﾌｧｲﾙ

ﾌｧｲﾙ

・
・
・

ﾃﾞｰﾀ修正後に画像ﾓｼﾞｭｰﾙで
開き直せば、修正後の図面が
見える。

これを忘れると、

古い図面で加工し、
不良発生となる。

DB DB

古い図面で加工
…の心配が無くな
ります。
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６９．マルチページへファイル追加読込みを可能に

今回、画像モジュールのTIFFﾏﾙﾁﾍﾟｰｼﾞへﾌｧｲﾙ追加読込みが可能になりました。

〔これから〕〔これまで〕

ｽｷｬﾅ

ｽｷｬﾅ
追加
読込み

品番A

1/2

2/2

TIFF

ﾌｧｲﾙ
追加
読込み

品番A

1/2

2/2

ｽｷｬﾅ

ｽｷｬﾅ
追加
読込み

品番A

1/2

2/2

TIFF

ﾌｧｲﾙ
追加
読込み

品番A

1/2

2/2

TIFFﾏﾙﾁﾍﾟｰｼﾞ TIFFﾏﾙﾁﾍﾟｰｼﾞ
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７０．受注出荷と画像の連携強化

今回、作業指示書発行時の画像形式「その他」（PDF等）の連続印刷が可能になりました。

〔これから〕〔これまで〕

TIFF PDF等

作業指示書発行

・
・
・

連続印刷

・
・
・

個別印刷

・
・
・

個別印刷

TIFF PDF等

作業指示書発行

・
・
・

連続印刷

・
・
・

連続印刷

・
・
・

出力件数が多い場合、
この手間が大変でした。
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７１．受注データの一括変更

今回、多くのお客様からご要望を頂いていた「受注データの一括変更」が可能になりました。

〔これから〕〔これまで〕

注番 品番 納期 数量 納入場所

C-001 BUHIN-001 12/10 3 ○○工場

C-001 BUHIN-002 12/10 2 ○○工場

C-001 BUHIN-003 12/10 1 ○○工場

C-001 BUHIN-004 12/10 5 ○○工場

C-001 BUHIN-005 12/10 1 ○○工場

C-001 BUHIN-006 12/10 2 ○○工場

C-001 BUHIN-007 12/10 3 ○○工場

C-001 BUHIN-008 12/10 4 ○○工場

・

・

・

受注台帳

変更対象が10件あれば、
10回の変更操作が必要
でした。

注番 品番 納期 数量 納入場所

C-001 BUHIN-001 12/10 3 ○○工場

C-001 BUHIN-002 12/10 2 ○○工場

C-001 BUHIN-003 12/10 1 ○○工場

C-001 BUHIN-004 12/10 5 ○○工場

C-001 BUHIN-005 12/10 1 ○○工場

C-001 BUHIN-006 12/10 2 ○○工場

C-001 BUHIN-007 12/10 3 ○○工場

C-001 BUHIN-008 12/10 4 ○○工場

・

・

・

受注台帳

変更対象が10件あって
も、1回の変更操作で
済みます。

納入場所

△△工場

△△工場

△△工場

△△工場

△△工場

△△工場

△△工場

△△工場

納入場所

△△工場

△△工場

△△工場

△△工場

△△工場

△△工場

△△工場

△△工場

一括
変更

変更可能項目

注文番号

製品名

発注日

納期

担当

取引先

図面番号

受注備考1

受注備考2

受注備考3

受注備考4

製品備考1

製品備考2

製品備考3

製品備考4

出荷予定日

取引先担当者

単価

数量
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７２．材料・購入部品の所要量計算結果の一覧印刷

今回、多くのお客様からご要望を頂いていた「材料・購入部品の所要量計算結果の一覧印刷」が
可能になりました。

〔これから〕〔これまで〕

作業手配台帳

材料注文書

必要数、不足数が見える。さらに注文も出来る。
しかし「その前に一覧表出力…」が出来ない。
画面ﾊｰﾄﾞｺﾋﾟｰで対応するしかなかった。

作業手配台帳

材料注文書

一覧印刷

材料所要量計算結果の
一覧印刷が出来るように
なりました。
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７３．ﾒﾓﾘｰ式ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰによるﾊﾞｰｺｰﾄﾞ一括読み込み

今回、多くのお客様からご要望を頂いていた「ﾒﾓﾘｰ式ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ」に対応しました。

（１／３）

〔これから〕〔これまで〕

受注出荷

バーコード

作業票
（現品票）

①回収

事務所

現場
回収後に、また現場に
戻す為、貼り付け間違
いや紛失が発生した。

受注出荷

バーコード
作業票

（現品票）

事務所

現場

USB

②一括読込

①連続入力 内蔵
ﾒﾓﾘ

メモリー式
バーコード
リーダ

メモリー式
バーコード
リーダ

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ
の移動だけ。

内臓
ﾒﾓﾘ

②一括読込
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（２／３）

〔利用シーン〕

７３．ﾒﾓﾘｰ式ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰによるﾊﾞｰｺｰﾄﾞ一括読み込み

〔利用シーン〕

①受注登録

受注台帳

②手配 作業手配台帳

④外注工程注文

発注台帳 ⑤仕入

作業指示書

⑦出荷処理

注文書

③指示書発行

⑥作業完了

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ
一括読込

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ
一括読込

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ
一括読込

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ
一括読込

例

現品票

①現品票ﾗﾍﾞﾙ発行

②ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ一括入力

③ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ一括読込

④一括出荷

⑤納品書発行

受注台帳

出荷済台帳

納品書

移動
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（３／３）

〔ﾊｰﾄﾞｳｪｱ製品情報〕

７３．ﾒﾓﾘｰ式ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰによるﾊﾞｰｺｰﾄﾞ一括読み込み

メーカー ウェルキャット

商品名/品番 XIT-200-M

製品情報 http://www.welcat.co.jp/products/handy/xit200m/

No 品番 品名 備考

1 XIT-200-M ﾒﾓﾘｰ式ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ本体

2 BP-004 充電池ﾊﾟｯｸ 本体数分購入

3 IU-004C USB通信ﾕﾆｯﾄ(充電機能付き) 本体数分購入

4 WLF-003 Blue Porter-V 転送ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ(ｿﾌﾄのみ) １社に１本購入

〔購入情報〕

〔ご注意〕
・ﾊｰﾄﾞｳｪｱはｱﾏﾀﾞからも購入できます。
・標準は「ﾊﾞｰｺｰﾄﾞのみ一括入力しﾊﾟｿｺﾝに一括読込させる」運用です。

例えば、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞと併せて数量も入力したい…等は、別途ｶｽﾀﾏｲｽﾞ開発の扱いとなります。
・本ﾊｰﾄﾞｳｪｱのみ動作検証済みです。他の「ﾒﾓﾘｰ式ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ」での可否は不明です。
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７４．受注台帳への作業開始予定日の追加

今回、多くのお客様からご要望を頂いていた「受注データを納期の若い順ではなく、作業開始予定日の若い順
に並べたい」や「納期が今日以前ではなく、作業開始予定日が今日以前の受注データを絞りたい」が可能にな
りました。

（１／３）

〔これから〕〔これまで〕

注文番号 品番 納期 数量

C001 HIN007 13/01/16 2

〔受注台帳〕

C002 HIN008 13/01/21 5

C003 HIN005 13/01/25 9

C004 HIN003 13/01/31 6

C005 HIN001 13/01/29 3

C006 HIN002 13/01/23 2

C007 HIN004 13/01/18 4

C008 HIN006 13/01/14 3

このように納期の若い順に
並べることは出来ます。

作業開始予定日の若い順
には並びません。

納期が今日以前で絞り込
みは出来ます。

作業開始予定日が今日以
前では絞れません。

注文番号 品番 納期 数量

C001 HIN007 13/01/16 2

〔受注台帳〕

C002 HIN008 13/01/21 5

C003 HIN005 13/01/25 9

C004 HIN003 13/01/31 6

C005 HIN001 13/01/29 3

C006 HIN002 13/01/23 2

C007 HIN004 13/01/18 4

C008 HIN006 13/01/14 3

作業開始予定日の若い順
にも並びます。

作業開始予定日が今日以
前でも絞れます。

開始予定日

13/12/21

13/12/24

13/01/08

13/01/08

13/01/09

13/01/07

13/12/25

13/12/22
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７４．受注台帳への作業開始予定日の追加

〔作業開始予定日とは？〕

作業開始予定日は、これまでも作業手配台帳には持っていた情報です。
工程情報に予定日数を設定しておくことで、手配時に自動計算される情報です。
ただ受注台帳には無い情報でした。
手配時に、これを受注台帳にﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸすることで、受注台帳での利用を可能にしました。

（２／３）

受注台帳

C005 HIN001 13/01/29 3

注文番号 品番 納期 数量

作業手配台帳

HIN001 HIN001 13/01/28 3

親品番 子品番 社内納期 数量

手配

HIN001 HIN001-1 13/01/21 3

HIN001 HIN001-2 13/01/21 3

HIN001 HIN001-3 13/01/21 3

13/01/22

開始予定日

13/01/16

13/01/17

13/01/15

同一親品番ｸﾞﾙｰﾌﾟで
最も若い開始予定日をｾｯﾄ

C005 HIN001 13/01/29 3

注文番号 品番 納期 数量

13/01/15

開始予定日

1/10 1/20 1/31

HIN001 1/281/22

1/21

1/21

1/21

1/16

1/17

1/15

HIN001-1

HIN001-2

HIN001-3
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７４．受注台帳への作業開始予定日の追加

〔リードタイムの追加〕

これまでは、作業手配を行うことで、受注台帳の作業開始予定日がセットされました。
しかし、これを行うには、事前に製品部品マスターの工程情報に予定日数を設定しなくてはなりませんでした。
そこで、もっと手軽に、受注台帳で「作業開始予定日で絞り込み」を行いたいとのご要望を頂いておりました。
今回、製品部品マスターに「リードタイム」を追加し、受注台帳に「予定工期再計算」を追加しました。

（３／３）

受注台帳
C006 HIN002 15/08/29 3

注文番号 品番 納期 数量

製品部品
マスター

①受注登録（新規）

HIN002 10

品番 ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ

②リードタイム登録

③予定工期再計算

・社内納期計算ﾊﾟﾗﾒｰﾀに基づき社内納期を算出
・社内納期から営業日ﾍﾞｰｽでﾘｰﾄﾞﾀｲﾑを逆算
・作業開始予定日を算出

④検索
例えば8/15までに作業開始せねばならない
受注データを抽出

今回追加
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７５．標準資材VAN機能の追加

これまでは、得意先からデータで注文を頂ける場合「費用をかけてカスタマイズ開発」する選択肢だけでした。
今回、多くのお客様からご要望を頂いていた「標準資材VAN機能」が追加されました。
これにより、「費用をかけずに受注登録工数の削減」が可能になりました。

（１／４）

〔これから〕〔これまで〕

CSV

ﾃｷｽﾄ形式の受注ﾃﾞｰﾀ

手動による受注登録

受注台帳

印刷

紙

ｶｽﾀﾏｲｽﾞ
資材VAN
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

有償

手動による受注登録

受注台帳

印刷

紙

有償
標準
資材VAN
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

ｶｽﾀﾏｲｽﾞ
資材VAN
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

通常は得意先
毎にﾃﾞｰﾀﾌｫｰ
ﾏｯﾄが異なる。

その為、何社
分も開発する
ことがあった。

ﾃｷｽﾄ形式の受注ﾃﾞｰﾀ

CSV

得意先毎に
ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄが
異なっても対
応可能。
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７５．標準資材VAN機能の追加

〔特徴〕
多くの場合、注文データフォーマットは得意先毎に異なります。
その為、何社分もカスタマイズ開発することがありました。
本機能の特徴は、得意先毎に注文データフォーマットが異なっても対応可能なように、
読み取りデータ位置をパラメータ設定できることです。

（２／４）

ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄの違い
は列番号を設定する
ことで対応。

ﾀﾌﾞ区切り、ｶﾝﾏ区切り
に対応

先頭行には項目
ﾍｯﾀﾞｰを置くことも
可能。

注文ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ
ごとに設定できま
す。（何社分でも
作れます。）
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７５．標準資材VAN機能の追加

〔カスタマイズ開発版との違い〕
１番のメリットは費用がかからないことです。
出来ることを簡単に言うと、単純に右から左へデータを移すだけです。
例えば、重複ﾁｪｯｸ機構はありませんから、２回読み込んだら２重に登録されます。

（３／４）

項目 内容 標準資材VAN ｶｽﾀﾏｲｽﾞ版

費用 － ○（無償） ×（有償）

変更・削除 変更・取消ﾃﾞｰﾀの対応。 × ○

ﾁｪｯｸ機構 重複ﾁｪｯｸ、新規ﾁｪｯｸ、単価ﾁｪｯｸ、版数ﾁｪｯｸなど。 × ○

別ﾃｰﾌﾞﾙ参照 例えば、取引先ｺｰﾄﾞから取引先名取得。 × ○

ﾏｽﾀｰ参照 例えば、単価は製品部品ﾏｽﾀｰから取得し受注台
帳に登録。

△（※） ○

ﾃﾞｰﾀ加工 例えば、図番と版数を連結させたｺｰﾄﾞを生成し品
番として受注登録。

× ○

（※）品名、単価、図面番号、製品備考1-4は入力無し（未設定）にした場合、製品部品ﾏｽﾀｰから取得し受注台帳に登録されます。
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７５．標準資材VAN機能の追加

〔機能拡張〕
（１）日付

これまで日付項目はYYYY/MM/DDかYY/MM/DDのいずれかでした。
今回、“/”が無い形式（YYYYMMDDとYYMMDD）にも対応しました。

（４／４）
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７６．工程ガントチャートの追加

これまでは、作業計画は日付での表現しか出来ませんでした。
今回、多くのお客様からご要望を頂いていた「工程ガントチャート機能」が追加されました。
これにより、「カレンダー上で仕事量を視覚的に把握すること」が可能になりました。

（１／７）

〔これから〕〔これまで〕

注文
番号

品番 社内
納期

手配
数

開始
予定日

工程
納期

C-002 H-002 8/07 4 7/30 7/30

C-002 H-002 8/07 4 7/31 7/31

C-002 H-002 8/07 4 8/1 8/1

ガントチャート

工程

ﾚｰｻﾞｰ

曲げ

ｽﾎﾟｯﾄ

C-002 H-002 8/07 4 8/2 8/6ﾒｯｷ

C-002 H-002 8/07 4 8/7 8/7検査

C-001 H-001 8/09 5 8/1 8/1

C-001 H-001 8/09 5 8/2 8/2

C-001 H-001 8/09 5 8/5 8/5

ﾚｰｻﾞｰ

曲げ

ｽﾎﾟｯﾄ

C-001 H-001 8/09 5 8/6 8/8ﾒｯｷ

C-001 H-001 8/09 5 8/9 8/9検査

普通の人は、この情報から「7月後半
から8月前半にかけてﾚｰｻﾞｰが混み
合うぞ…」をｲﾒｰｼﾞ出来ません。

ｶﾚﾝﾀﾞｰ上で仕事量を視覚的に
把握できます。

手配工程台帳
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７６．工程ガントチャートの追加

ガントチャート画面は上下２層に分かれています。
上段は、受注データ毎のスケジュールを表現するガントチャートです。製品部品マスターの工程情報に予定日
数が設定されている場合に、所要日数（開始予定日/工程納期）を計算します。
下段は、工程毎の負荷を表現するグラフです。製品部品マスターの工程情報に段取時間・加工時間が設定
されている場合に、手配数に基づく作業時間を計算し、山積みします。

（２／７）

（注）上記は一般的な場合、所要日数はパラメータの工程納期計算方法の設定に従います。

ガントチャート

工程負荷グラフ

左右に移動で
きます

（※1）色は工程を表現。
（※2）長さは工程の予定日数。

工程の山が
変わります

完了工程には
×ﾏ-ｸが付きま
す。

作業未完の負荷です。

作業完了した場合、その
分の負荷が減少します。
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７６．工程ガントチャートの追加 （３／７）

（その他）
下段の山は段取時間+加工時間。…（加工時間＝手配数x１個当たりの加工予定時間）
下段の工程をダブルクリックすると、上部ガントチャートはその工程データのみに自動絞り込み表示。
下段の山をダブルクリックすると、上部ガントチャートはその山のデータのみに自動絞り込み表示。
上段ガントチャートで、複数の同一品番を同一加工開始日に重ね合せても自動で１段取りにはなりません。
上段ガントチャートをダブルクリックし、手動で加工時間・段取時間を変更することができます。

工程をダブルクリックすると、
上部ガントチャートはその
工程データに自動絞り込み
表示。

棒グラフをダブルクリックする
と、上部ガントチャートはその
工程・日付データに自動絞り
込み表示。

加工時間＝手配数x１個当た
りの加工予定時間



158

Ver7.40 相違点説明

７６．工程ガントチャートの追加 （４／７）

〔機能拡張〕
（１）ｸﾞﾗﾌ右側の表示項目追加（2->3）
（２）１日の幅のﾊﾟﾗﾒｰﾀ化
（３）負荷ｸﾞﾗﾌのﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸによる絞りこみ対象のﾊﾟﾗﾒｰﾀ化
（４）負荷積算表示の時間単位（時・分）のﾊﾟﾗﾒｰﾀ化

例１）グラフ右側の表示項目追加

工程名

工程内容

段取時間/加工時間

例２）負荷積算表示の時間単位（時・分）のﾊﾟﾗﾒｰﾀ化

時間 分

今回追加

今回追加

今回追加

今回追加
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７６．工程ガントチャートの追加 （５／７）

今回、多くのお客様から要望を頂いていた「折りたたみ」機能が追加されました。
これにより、より高い見地から「スケジュールの見える化」が可能になります。

①部品
折りたたみ

②製品
折りたたみ

１画面に表示できる部品数および製品数
が少ない…との不満の声を多く頂きまし
た。

１部品１行

１製品１行

ｸﾞﾗﾌ設定 ｸﾞﾗﾌ設定

ｸﾞﾗﾌ設定
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７６．工程ガントチャートの追加 （６／７）

これまで、予定が複数日に跨っていた場合、工程負荷は工程納期に積まれました。
しかし、これでは「工程納期まで作業せずに放置する」ように見えてしまうと不満の声を多く頂きました。
今回「予定日数に均等割り」機能が追加されました。
これにより、より実作業に近い「工程負荷の見える化」が可能になります。

工程負荷は工程納期に
積まれました

〔これまで〕 〔これから〕

予定日数に均等割りで
積めるようになりました

ｸﾞﾗﾌ設定
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７６．工程ガントチャートの追加 （７／７）

これまで、ガントチャートの印刷は、ガントチャート表示画面からではなく、全予定工程一覧画面に戻った後で
しか行えませんでした。
今回、ガントチャート表示画面から直接印刷できるようになりました。
また、ガントチャート、負荷グラフを別々に印刷できる機能も付きました。

ガントチャート 負荷グラフ

印刷

ｸﾞﾗﾌ設定
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７７．ﾒﾓﾘｰ式ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰによるｵﾌﾗｲﾝ進捗実績収集

（位置付け）
「ﾒﾓﾘｰ式ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ」を利用したｵﾌﾗｲﾝ進捗実績の取り込みが可能になりました。
尚、本機能（オフライン進捗管理）はオプションです。

（１／４）

ｼｽﾃﾑ価格

Web進捗管理

高い低い

高い

低い

情報収集の容易さ
(情報発生元入力)

ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ
ｶｼｵ IT-G500、DT-5300ｼﾘｰｽﾞ
（お客様調達）

進捗管理ｷｯﾄ

ﾉｰﾄﾊﾟｿｺﾝ
（お客様調達）

ｵﾌﾗｲﾝ進捗管理

ﾒﾓﾘｰ式ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ
ｳｪﾙｷｬｯﾄ XIT_200_M
（お客様調達）

端末への移動が面倒。

ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙの価格が
高い。ｿﾌﾄ価格も高い。

＋

＋

＋

※ｼｽﾃﾑ価格は１台で進捗実績収集した場合
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（２／４）７７．ﾒﾓﾘｰ式ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰによるｵﾌﾗｲﾝ進捗実績収集

（運用面での位置付け）
「ﾒﾓﾘｰ式ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ」を利用したｵﾌﾗｲﾝ進捗実績の取り込みが可能になりました。
尚、本機能（オフライン進捗管理）はオプションです。

現場

事務所

ﾉｰﾄﾊﾟｿｺﾝ（お客様調達）

HINBAN-001

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ
ﾘｰﾀﾞｰ

ｻｰﾊﾞｰ/ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ(お客様調達)

有線LAN

ｻｰﾊﾞｰ/ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ(お客様調達)

Web進捗管理 ＋
ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ

無線LAN

ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ
ｶｼｵ IT-500G、
DT-5300ｼﾘｰｽﾞ
（お客様調達）

受集出荷
ｻｰﾊﾞｰ 進捗管理

ｷｯﾄ

受集出荷
ｻｰﾊﾞｰ

Web進捗
管理

HINBAN-001

ｻｰﾊﾞｰ/ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ(お客様調達)

進捗管理ｷｯﾄ +
手書き進捗

受集出荷
ｻｰﾊﾞｰ

HINBAN-001

作業指示書作業指示書 作業指示書
手書き

回収

手入力

ｵﾌﾗｲﾝ進捗管理 +
ﾒﾓﾘｰ式ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ

進捗管理
ｷｯﾄ

HINBAN-001

作業指示書

ｵﾌﾗｲﾝ
進捗管理

ｻｰﾊﾞｰ/ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ(お客様調達)

受集出荷
ｻｰﾊﾞｰ

USB

移動

一括入力

ﾒﾓﾘｰ式ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ
ｳｪﾙｷｬｯﾄ XIT_200_M
（お客様調達）

曲げ 曲げ 曲げ 曲げ

進捗管理ｷｯﾄ +
ﾉｰﾄﾊﾟｿｺﾝ
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（３／４）７７．ﾒﾓﾘｰ式ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰによるｵﾌﾗｲﾝ進捗実績収集

〔Web進捗管理＋ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ〕〔Web進捗管理＋ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ〕

〔ｵﾌﾗｲﾝ進捗管理+ﾒﾓﾘｰ式ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ〕

事務所

現場

指示書発行

①工程ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読み込み
②担当者ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読み込み
③実績時間入力
④実績数入力

〔作業〕

事務所

現場

指示書発行

①工程ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読み込み
②担当者ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読み込み
③実績時間入力
④実績数入力

〔作業〕

進捗実績

無線

進捗実績

移動

ﾃﾞｰﾀ読み込み

移動の手間は
発生します。

ﾘｱﾙﾀｲﾑ性に
欠けます。

連続読込後

ﾃﾞｰﾀ読込みの手間
は発生します。

この部分は上と同
様な操作です。
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（４／４）７７．ﾒﾓﾘｰ式ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰによるｵﾌﾗｲﾝ進捗実績収集

オフライン進捗では、１手配オーダ毎に進捗入力（着・完）を行い、「着」時刻と「完」時刻から作業時間を自動
計算します。
ところが、実際の運用では、複数オーダをまとめて作業するケースが少なくありません。この場合、現行の１手
配オーダ毎の着完入力で時間が重複して積みあがってしまい、実際の時間以上に作業時間がカウントされて
しまいました。
今回、数量按分で作業時間計算するまとめ入力機能を実装しました。

〔これから〕〔これまで〕

〔着〕進捗入力

〔完〕進捗入力

〔着〕進捗入力

〔完〕進捗入力

〔まとめ入力〕開始

作業時間が重複して積みあがる

①9:00

②10:00
〔まとめ入力〕開始

〔まとめ入力〕完了

作業Ａ 9:00 10:00 10 60
作業Ｂ 9:00 10:00 20 60

開始時刻 終了時刻 完了数 作業時間

〔着〕進捗入力

〔完〕進捗入力

〔着〕進捗入力

〔完〕進捗入力

①9:00

②10:00

数量按分で作業時間計算します

作業Ａ 9:00 10:00 10 20
作業Ｂ 9:00 10:00 20 40

開始時刻 終了時刻 完了数 作業時間

〔まとめ入力〕完了
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７８．同一材料処理の追加

別材料を一本化する「同一材料処理」が追加されました。

〔課題〕
同じ材料なのに別々の材料名でﾏｽﾀｰを登録し、それぞれの材料を使用した部品ﾃﾞｰﾀを登録してしまった。
・SUS304-2.0-1000x2000
・SUS304-2B-2.0-1000x2000 －＞これからはこの名称に１本化したい。

〔これまで〕

①部品ﾃﾞｰﾀの変更（旧材料名->新材料名）
・旧材料名を使用している部品を絞り込み。
・１件づつ新材料名に変更。

②旧材料名を削除

〔これから〕

①同一材料処理を起動
・新材料名を指示。
・旧材料名を指示。
・実行。

件数が多いと膨大
な作業時間が必要
になる。
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７９．進捗実績時間計算の改善

進捗実績収集で、着手と完了の時刻を自動計測し、実績時間を自動計算することが出来ます。
ところが、分単位で実績時間計算を行っていた為、１分に満たない分は全て切り捨てとなってしまいました。
そこで、今回、パラメータで「進捗実績時間小数点以下桁数」を設定できるようになりました。

〔これまで〕 〔これから〕

実測：55秒 －＞ 時間：0分 実測：55秒 －＞ 時間：0.9分

件数が多いと大き
な誤差になります。
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８０．工程納期計算の改善

これまで、工程納期計算（一般には生産ｽｹｼﾞｭｰﾘﾝｸﾞと言われる機能）では、社内納期から前方に工程納期
計算を行う「前方納期展開」のみでした。
今回、指定日から後方に工程納期計算を行う「後方納期展開」、指定日から社内納期までを期間按分する
「期間伸縮納期展開」が追加され、ｽｹｼﾞｭｰﾘﾝｸﾞの選択肢が３つになりました。

（１／４）

〔これまで〕 〔今回追加〕

後方納期展開

期間伸縮納期展開

前方納期展開 現在日 納期現在日 納期

社内納期から前方に工程納期計算 指定日から後方に工程納期計算

指定日から社内納期までを期間按分

現在日 納期
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８０．工程納期計算の改善

これまで、社内納期から前方に工程納期計算を行う「前方納期展開」で、リード日数が納期より長い場合に
作業開始予定日が過去日になることがありました。
今回、パラメータに「今日以前を今日に」、「比率で短縮」の２つが追加され、リード日数が納期より長い場合
の選択肢が３つになりました。

（２／４）

〔これまで〕 〔今回追加〕

現在日 納期そのまま過去日を 現在日 納期今日以前を今日に

比率で短縮
現在日 納期
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８１．フォルダ指定の連続読み込み

複合機では図面を連続スキャンでき、ネットワーク接続されたパソコンの共有フォルダに保存されます。
これまで、画像モジュールでは、これらを１ファイルづつ読み込むことしか出来ませんでした。
今回、「フォルダ指定で連続読み込み出来る」機能が追加されました。
これにより、図面読み込み作業の時間短縮が可能となります。

〔これまで〕 〔今回追加〕

１品番づつ画像読み込み。

画像ﾌｧｲﾙ選択

フォルダ指定で連続読み込み。

ﾌｫﾙﾀﾞ指定

ﾌｫﾙﾀﾞ配下の画像ﾋﾞｭｰ

品番入力
ﾍﾟｰｼﾞ切替え
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８２．使用部品一覧表の追加

購入部品マスターでは、１品目を選択し、親品番（この購入品を使用している品目）リストを表示できる。
しかし、この親品番リストは１品目毎の表示なので、複数品目を調べる為には大変な労力を必要とした。
今回、一回の操作で複数の購入品の親品番リストを出力できる帳票が標準実装された。
併せて、材料マスター、金型マスターでも同様な帳票が標準実装された。

購入部品マスター

使用部品リスト

画面

親品番
（使用部品）

リスト
短所：１操作で１購入部品の調査

長所：１操作で複数購入部品の調査

親部品検索

一覧表
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８３．画面リンクの改善

今回、指示書発行画面から作業手配工程台帳（全予定工程一覧）画面がリンクできるようになり、
操作性が大幅に向上しました。

（１／２）

これまで 今後

①指示書ミス発見（工程情報）

②作業手配台帳

③全予定工程一覧

④工程情報修正

⑤作業手配台帳

⑥指示書

⑦検索

⑧選択

⑨指示書発行

①指示書ミス発見（工程情報）

②全予定工程一覧

③工程情報修正

④指示書発行
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８３．画面リンクの改善

今回、出荷済台帳から入金台帳がリンクできるようになり、操作性が大幅に向上しました。
同様に、受入れ台帳から出金台帳がリンクできるようになっています。

（２／２）

これまで 今後

①請求書ミス発見（入金情報）

②メニュー

③入金台帳

④入金情報修正

⑤メニュー

⑥出荷済台帳

⑦納品書・請求書

⑧検索

⑨選択

⑩請求書発行

①請求書ミス発見（入金情報）

②入金台帳

③入金情報修正

④請求書発行
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８４．在庫表示の改善

これまでは、現在庫数しか知ることが出来ませんでした。それ故に、ある部品の現在庫が100個あることは分
かっても、この先どうなるかは知ることが出来ませんでした。
今回、在庫表示が改善され、現在庫だけでなく、出庫予定数、入庫予定数、有効在庫数(即ち未来の在庫数：
現在庫-出庫予定数＋入庫予定数)が表示可能になりました。

（１／２）

（例）在庫台帳

これまでは現在庫
のみ表示

これからは、各台帳に出庫予定数、入
庫予定数、有効在庫数を表示すること
も可能になりました。

在庫
推移

在庫表示画面に、出庫予定
数、入庫予定数、有効在庫
数が追加されました。

在庫推移が見える
ようになりました

変更
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８４．在庫表示の改善

今回、材料、購入部品の在庫表示も改善されました。
現在庫だけでなく、出庫予定数、入庫予定数、有効在庫数(即ち未来の在庫数：現在庫-出庫予定数＋入庫
予定数)が表示可能になりました。

（２／２）

（例）材料マスター

これまでは現在庫
のみ表示

これからは、出庫予定数、入庫予定数、
有効在庫数を表示することも可能にな
りました。

在庫
推移

在庫表示画面に、出庫予定
数、入庫予定数、有効在庫
数が追加されました。

在庫推移が見える
ようになりました

在庫
推移

変更
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８５．社内納期再計算を促すアラーム出力

これまで、一旦手配したデータについて、納期を変更しても社内納期はそのままでした。
今回、手配済データについて、納期変更が行われた場合、社内納期再計算を促すアラームを出力します。

社内納期再計算も
追加されました。
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８６．製品部品マスターの検索機能強化

今回、「APﾊﾟｰﾂ名称」の検索条件が追加されました。

製品部品マスター 検索画面

（１／３）
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８６．製品部品マスターの検索機能強化

今回、「材料種類」と「材質」の検索条件が追加されました。

製品部品マスター 検索画面

（２／３）
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８６．製品部品マスターの検索機能強化

今回、製品部品マスター．作業工程マスター一覧に「最終工程」の検索条件が追加されました。
これにより、例えば 「最終工程」で絞った後に、一括変換で「検査」を後ろに挿入することが可能になります。

製品部品マスター．作業工程マスター一覧 検索画面

（３／３） UPDATE（7.40）
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８７．材料、購入部品マスターに発注ロットを追加

今回、購入部品マスターに発注ロットが追加されました。
これにより、注文時に「発注ロット」が自動的にセットされます。

購入部品マスター

購入部品選択画面

（１／２）
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８７．材料、購入部品マスターに発注ロットを追加

今回、材料マスターに発注ロットが追加されました。
これにより、注文時に「発注ロット」が自動的にセットされます。

材料マスター

材料選択画面

（２／２）
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８８．材料、購入部品の発注時単価設定

今回、材料マスター、購入部品マスターからの発注時に単価設定が行えるようになりました。
これにより、マスター単価は変更せずに、「今回単価」で発注が行えるようになります。

購入部品マスター

購入部品選択画面
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８９．材料トン注文で受入れ時の枚数入力

これまで、材料トン注文の場合、受入れ時にはマスター設定値（トンあたり枚数）で在庫更新されました。
ところが、計算上は９９枚でも実際には１００枚納品もあり、そうなると受入れ後に在庫修正が必要でした。
今回、材料受入れ時に、実際の納品枚数に変更することが可能になりました。
併せて、マスターでのトン注文設定時に枚数が自動計算されるようになりました。

変更不可 変更可能

材料受入れ画面 材料受入れ画面

材料マスター 材料マスター

手計算 自動計算

〔これまで〕 〔今後〕
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９０．注文番号変更に伴う関連情報への反映

これまでも、受注後（あるいは出荷後）に注文番号変更時は作業手配台帳や出荷済台帳に反映されました。
今回、作業完了履歴、進捗実績にも反映されるようになりました。

受注台帳

作業手配台帳

受注台帳

作業完了履歴

手配工程台帳

進捗実績

注文番号
変更

今回追加
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９１．買掛（仕入）時の締め処理期間の変更対応

これまでも、売掛（請求）側は２０日締め等の月途中締切日に対応しておりましたが、買掛（支払）側はその
対応が漏れておりました。
今回、買掛（支払）側も、月途中締切日の対応である「絞り込み期間の設定」を追加しました。

〔売掛側〕 〔買掛側〕
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９２．グループ工程による管理

今回、工程の１段上に位置付く「グループ工程」の対応を行いました。
これからは、工程毎に予定を見るだけでなく、製造○課で検索し、作業予定を見ることが可能です。
また、工程毎に実績時間を集計するだけでなく、製造○課毎に実績時間を集計することが可能です。

〔工程マスター〕

グループ

工程

工程名

製造１課 EML-3510NT

VIPROS-358

PEGA357

LC-3015F1NT

製造２課 HDS-1303NT

HDS-2204NT

FBD1025FS

FBD5012FS

FBD9020FS

〔これまで〕 〔これから〕

予定表

EML-3510NT

稼働実績表

EML-3510NT

HDS-1303NT

HDS-1303NT

予定表

EML-3510NT

稼働実績表

EML-3510NT

HDS-1303NT

HDS-1303NT

製造１課 製造２課

製造１課 製造２課
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９３．マスターファイル入出力機能の追加

今回、「製品部品マスター」のファイル入出力機能の追加を行いました。
ファイル入力を利用することで他システムからのマスターデータコンバートが容易になります。
また、ファイル出力－ファイル入力を利用することで在庫や単価の一括変更が容易に行えます。

（１／２）

〔例１．他システムからのデータコンバート〕

ファイル入力

製品部品マスター

他システム（またはＥＸＣＥＬ）

テキストファイル出力

テキストファイル

設定フォーマット

各種設定

〔例２．項目の一括変更〕

品番、単価を
出力

製品部品マスター

ファイル出力

設定フォーマット

各種設定

テキストファイル

ファイル入力

ＥＸＣＥＬ等

※他システムからの出力(ｴｸｽﾎﾟｰﾄ)作業はアマダは支援できません。

単価の一括
変更

品番をキーに
単価を更新

ファイル出力

ファイル入力
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９３．マスターファイル入出力機能の追加

今回、下記のとおり、対象マスターを追加しました。

（２／２）

対象マスター Ver5 最新版

製品部品マスター × ○

購入部品マスター × ○

材料マスター × ○
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９４．材料名称の付与ルールのパラメータ化

これまでは、材料マスター登録時の材料名称付与ルールは固定でした。
今回、材料名称の付与ルールのパラメータ化が実装されました。

これにより、より自社にマッチする材料名称を付与できるようになります。

〔これまで〕

〔これから〕

（平板） 材質－板厚－素材Ｘ－素材Ｙ

（型鋼） 仕様－材質－長さ

（コイル） COIL－材質－板厚－幅

例）SUS304-2.3-2438x1219

例）FB4.5*38-SS400-5500

例）COIL-SS400-0.8-500

名称付与ルール設定画面

例）SUS304-2.3-1219x2438

例）FB-SS400-4.5*38-5500

例）COIL-SS400-0.8-500
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９５．発注、仕入れデータコピー機能の追加

今回、発注データコピー、仕入れデータコピー機能が追加されました。
これからは、似たようなデータをコピー登録できますから、入力作業の時間短縮が図れます。

〔発注台帳〕 〔受入れ台帳〕

①選択

②コピー

③一部変更

④登録

①選択

②コピー

③一部変更

④登録
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９６．受注、出荷済、発注、受入れ台帳で削除履歴の追加

今回、受注台帳、出荷済台帳、発注台帳、受入れ台帳で削除履歴が追加されました。

これにより、「データが消えた」というようなトラブルの原因を究明し易くなります。

受注台帳、出荷済台帳、発注台帳、受入れ台帳



192

Ver7.40 相違点説明

９７．受注台帳の検索機能強化

今回、「受注数=0」、「受注数=0以外」の検索条件が追加されました。
また、「見積番号」の範囲検索もできるようになりました。

受注台帳 検索画面

※見積番号は、見積履歴から選択して受注登録を行った受注データのみが持つ情報です。
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９８．ケーブルソフトウェアホームページへのリンク

今回、メインメニューからケーブルソフトウェアホームページにリンクできるようになりました。

ダブルクリック
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９９．バックアップ促進アラーム表示

今回、 ２日以上バックアップが取られていない場合にアラームを表示する仕組みを実装しました。
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１００．科目マスターの追加

今回、 科目マスターが追加されました。
併せて、材料マスター、購入部品マスター、製品部品マスター工程情報に科目が設定できるようになり、
注文（材料・購入部品・外注）、受取りで発注台帳、受入れ台帳まで科目が継承されるようになりました。
これにより、受入れ台帳で科目毎に仕入金額を集計することが可能になりました。

原材料費
買入部品費
工場消耗品費
工具器具備品費
外注加工費

科目マスター

材料マスター 購入部品マスター 製品部品マスター
工程情報

発注台帳 受入れ台帳

注文書

科目名

原材料費
買入部品費
工場消耗品費
工具器具備品費
外注加工費

金額

10,000,000
5,000,000

600,000
1,200,000
8,000,000

○年○月 科目別金額集計表
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１０１．受注ガントチャートの追加

今回、「受注ガントチャート機能」が追加されました。
これにより、「点でのボリューム把握」から「線でのボリューム把握」が可能になります。

〔これから〕〔これまで〕

納期分散と進捗状況

・納期毎の受注件数（または受注金額）を可視化。
・グラフから製造ボリュームを想像。

製品部品マスター

・納期からリードタイムを逆算し、開始予定日・終了予定日を算出。
・カレンダー上に受注１点毎の製造期間を可視化。
・より正確な製造ボリュームが想像できる。

（１／７）

受注ガントチャート
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１０１．受注ガントチャートの追加

〔機能強化その１〕 仕事量を金額で表現
今回、受注ガントチャート負荷グラフに「金額」欄が追加されました。
これにより、日々の仕事量（受注データそれぞれの１日あたり金額を集計）が金額換算で見えるようになり、
大雑把ですが工場負荷ボリュームを把握できるようになりました。

〔これから〕〔これまで〕

（２／７）

この期間に何件の仕事
が入っているかは見える

しかし、それが大きな仕事か
小さな仕事かは分からない

製品部品マスター

合計金額

22万

22.5万

32万

30万

30万

１日あたり

7.3万

7.5万

10.7万

10万

10万

日毎に積み上げた仕事量

（１日あたり金額を集計）で

工場負荷ﾎﾞﾘｭｰﾑを判断

(※2)

受注金額

直接リードタイム
を変更可能

ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ
注残数

受注数
x ÷(※1) １日あたり金額 ＝

(※1)

(※2) 積み上げ対象 = 未手配、手配、作業中
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１０１．受注ガントチャートの追加 （３／７）

〔機能強化その２〕 グラフ表示機能の充実
今回、表示項目の追加、チャート色の多様化、社内納期のマーク表示に対応しました。

単価、金額が表示可能に
作業完了分はグラフ内に「×」を表示
（分完了時は終わった分だけ「×」表示）

手配、作業中の場合、
社内納期を青丸で表示

製品部品マスター

320,000円 ÷ 50,000円 ≒ 7日

〔機能強化その３〕 金額からリードタイム自動計算が可能に
今回、チャート幅を「マスター設定値」か「合計金額からの割り算」を選択できるようになりました。
後者は、新規が多くてマスター登録が困難なお客様にお勧めする機能です。

未手配、手配、作業中は水色
外注発、在庫引、出荷可以降は青色
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１０１．受注ガントチャートの追加 （４／７）

〔機能強化その４〕 リードタイムの変更
今回、チャート幅の変更ができるようになりました。
チャートをダブルクリックし、リードタイムを変更できます。

作業中

手配

未手配

変更前 変更後

変更前 変更後

〔機能強化その５〕 チャート移動結果の記憶
今回、チャート移動結果が反映されるようになりました。
手配・作業中は、移動後の終了日を社内納期に変更します。
未手配は、移動後の終了日を内部に記憶します。
そして、手配時にその日付を社内納期に自動設定します。



製品部品マスター

200

Ver7.40 相違点説明

１０１．受注ガントチャートの追加 （５／７）

〔機能強化その６〕 マスターのリードタイム自動計算
今回、リードタイムの自動設定機能が追加されました。
リードタイム表現で「マスター設定値」を利用する場合、予め製品部品マスターのリードタイム設定を行う必要
があります。
しかし、品番毎にリードタイムを設定するのは容易なことではありません。
そこで、マスター工程情報の予定日数を集計して自動設定する「予定工程再計算」の利用をお勧めします。

受注台帳

予定工期再計算

工程情報
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１０１．受注ガントチャートの追加 （６／７）

〔機能強化その７〕 負荷上限ラインの表示
今回、負荷グラフの件数、個数、金額について、上限を設定できるようになりました。
上限設定すると負荷グラフに赤線が表示されますから、上限超えがすぐ分かります。
次に負荷グラフをダブルクリックすると、チャート側で対象データが絞り込まれます。

ダブルクリック

対象データが絞り
込まれます
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１０１．受注ガントチャートの追加 （７／７）

〔機能強化その８〕 ガントチャートの印刷
これまで、ガントチャートの印刷は、受注台帳一覧画面に戻った後でしか行えませんでした。
今回、ガントチャート表示画面から直接印刷できるようになりました。
また、ガントチャート、負荷グラフを別々に印刷できる機能も付きました。

ガントチャート 負荷グラフ

印刷

ｸﾞﾗﾌ設定



203

Ver7.40 相違点説明

１０２．在庫チェック機能の追加

〔出荷時の在庫チェック〕
これまで、一括出荷処理では「在庫有無チェック」を行うことは出来ませんでした。
今回、一括出荷でも「在庫有無チェック」が可能になりました。

〔これから〕〔これまで〕
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１０３．型鋼対応の強化

〔型鋼のマスター登録〕
これまで、部品の製造に必要な型鋼を子部品として登録することで材料所要量計算を利用できました。

しかし、多くのお客様から、１部品で多種多様な型鋼を使用するケースが多々あり、それを全て子部品として
登録しなければならない運用は現実的ではないとの声を頂きました。
そこで、今回、製品部品マスターに型鋼リストを実装しました。

〔これから〕〔これまで〕

（１／４）

TEST-001(筐体ﾌﾚｰﾑ)

TEST-001-01

子部品 材料

ｱﾝｸﾞﾙ：L4x50x50x200

使用数

2

TEST-001-02 ｱﾝｸﾞﾙ：L4x50x50x3002

TEST-001-03 ｱﾝｸﾞﾙ：L4x50x50x4002

TEST-001-04 ﾁｬﾝﾈﾙ：C5x40x75x1006

TEST-001-05 ﾁｬﾝﾈﾙ：C5x40x100x1006

TEST-001-06 H鋼：H100x100x6x8x1504

TEST-001-07 H鋼：H100x100x6x8x2004

TEST-001(筐体ﾌﾚｰﾑ)

ｱﾝｸﾞﾙ：L4x50x50x200

型鋼リスト 使用数

2

ｱﾝｸﾞﾙ：L4x50x50x300 2

ｱﾝｸﾞﾙ：L4x50x50x400 2

ﾁｬﾝﾈﾙ：C5x40x75x100 6

ﾁｬﾝﾈﾙ：C5x40x100x100 6

H鋼：H100x100x6x8x150 4

H鋼：H100x100x6x8x200 4

親品目

子品目

購入品

親品目

子品目

購入品

切断材料
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１０３．型鋼対応の強化

〔型鋼リストの登録〕
材料マスターに登録された型鋼（5.5m又は6.0m）を選択し、長さ、必要数を入力し、型鋼リストに登録します。
ですから、従来の操作（まず子部品を登録し、さらにその子部品の材料情報に型鋼を登録する）に比べて圧倒
的な速さで登録できます。

（２／４）

製品部品マスター 材料マスター

材料選択で自動挿入 長さ、必要数は手入力
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１０３．型鋼対応の強化

〔型鋼手配リストの出力〕
材料製品部品マスターに登録された型鋼リストに基づき、切断指示書を作成することが可能です。

以下のように（これは極めて単純な例ですが）、どの鋼材を何本用意して、どういう長さで切断すれば良いかを
指示することが可能です。

（３／４）

製品部品マスター

X ２

手配数 長さ

200

300

400

必要数

4

8

8

※ 型鋼切断幅のﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定も可能です。
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１０３．型鋼対応の強化

〔型鋼の注文書発行その１〕
切断指示書発行後、続けて鋼材注文画面で注文書を発行する運用も可能です。

（４／４）

作業手配台帳 切断指示書 材料注文画面
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１０４．材料マスター登録しない注文が可能に

208

これまで、材料注文する場合は、事前に材料マスターに登録しなければなりませんでした。
しかし、切り板/切断材をご利用のお客様では、この材料マスター登録が大きな手間になっております。
そこで、今回、材料マスターに登録しなくても材料注文できるように、材料注文リストで材料名称を変更できる
機能を実装しました。

〔これから〕〔これまで〕

材料ﾏｽﾀｰ

材料注文

注文書

発注台帳

材料登録

・定尺材
・切り板/切断鋼材

材料ﾏｽﾀｰ

材料注文

注文書

発注台帳

材料登録

・定尺材

切り板/切断鋼材

定尺材

長所 切り板/切断鋼材の在庫管理

短所 材料マスター登録の手間

長所 材料マスター登録の手間が少ない

短所 切り板/切断鋼材の在庫管理できない

（１／２）
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１０４．材料マスター登録しない注文が可能に
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〔型鋼〕〔切り板〕

（２／２）

①材料マスターから定尺選択

②材料名入力（切り板寸法）

①材料マスターから定尺選択

②材料名入力（型鋼寸法）

③数量入力③数量入力
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１０５．受入れ完了入力の改善

今回、受入れ完了時に備考情報を入力できるようになりました。
これにより、受入れ担当から製造担当、発注担当への引き継ぎ情報を入力できるようになりました。

発注台帳

完了入力

どの棚に置いたかを入力。

（受入日、受入数、受入担当）

どの棚に取りに行けば
よいかがすぐ分かる。

受入れ担当

製造担当

備考１、備考２
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１０６．注文データの一括変更

今回、作業手配台帳からの注文データに関して、一括変更が可能になりました。

〔これから〕〔これまで〕

注番 品番 納期 数量 外注先

C-001 BUHIN-001 12/10 3 ○○工業

C-001 BUHIN-002 12/10 2 ○○工業

C-001 BUHIN-003 12/10 1 ○○工業

C-001 BUHIN-004 12/10 5 ○○工業

C-001 BUHIN-005 12/10 1 ○○工業

C-001 BUHIN-006 12/10 2 ○○工業

C-001 BUHIN-007 12/10 3 ○○工業

C-001 BUHIN-008 12/10 4 ○○工業

・

・

・

作業手配台帳

変更対象が10件あれば、
10回の変更操作が必要
でした。

注番 品番 納期 数量 外注先

C-001 BUHIN-001 12/10 3 ○○工業

C-001 BUHIN-002 12/10 2 ○○工業

C-001 BUHIN-003 12/10 1 ○○工業

C-001 BUHIN-004 12/10 5 ○○工業

C-001 BUHIN-005 12/10 1 ○○工業

C-001 BUHIN-006 12/10 2 ○○工業

C-001 BUHIN-007 12/10 3 ○○工業

C-001 BUHIN-008 12/10 4 ○○工業

・

・

・

作業手配台帳

変更対象が10件あって
も、1回の変更操作で
済みます。

外注先

△△工業

△△工業

△△工業

△△工業

△△工業

△△工業

△△工業

△△工業

外注先

△△工業

△△工業

△△工業

△△工業

△△工業

△△工業

△△工業

△△工業

一括
変更

変更可能項目

（１／２）
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１０６．注文データの一括変更

今回、発注台帳の注文データに関して、一括変更が可能になりました。

〔これから〕〔これまで〕

注番 品番 納期 数量 取引先

C-001 BUHIN-001 12/10 3 ○○工業

C-001 BUHIN-002 12/10 2 ○○工業

C-001 BUHIN-003 12/10 1 ○○工業

C-001 BUHIN-004 12/10 5 ○○工業

C-001 BUHIN-005 12/10 1 ○○工業

C-001 BUHIN-006 12/10 2 ○○工業

C-001 BUHIN-007 12/10 3 ○○工業

C-001 BUHIN-008 12/10 4 ○○工業

・

・

・

発注台帳

変更対象が10件あれば、
10回の変更操作が必要
でした。

注番 品番 納期 数量 取引先

C-001 BUHIN-001 12/10 3 ○○工業

C-001 BUHIN-002 12/10 2 ○○工業

C-001 BUHIN-003 12/10 1 ○○工業

C-001 BUHIN-004 12/10 5 ○○工業

C-001 BUHIN-005 12/10 1 ○○工業

C-001 BUHIN-006 12/10 2 ○○工業

C-001 BUHIN-007 12/10 3 ○○工業

C-001 BUHIN-008 12/10 4 ○○工業

・

・

・

発注台帳

変更対象が10件あって
も、1回の変更操作で
済みます。

取引先

△△工業

△△工業

△△工業

△△工業

△△工業

△△工業

△△工業

△△工業

取引先

△△工業

△△工業

△△工業

△△工業

△△工業

△△工業

△△工業

△△工業

一括
変更

変更可能項目

（２／２）
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１０７．注文時に進捗状況を更新しないパラメータ追加

今回、作業手配台帳からの注文時に、進捗状況を更新しないパラメータが追加されました。

〔これから〕〔これまで〕

C-001

注番 品番 納期 数量 工程

BUHIN-001 12/10 3 板金－溶接－塗装(○○塗装)－組立

①指示書発行

②注文書発行

③進捗入力（板金）

④進捗入力(溶接)

⑤外注受入れ

⑥進捗入力(組立)

アクション 進捗状況

作業中

○○塗装

板金

溶接

○○塗装 完

組立

先行発注で進捗状況が書き換わる。

－＞進捗状況が信用できない。

実際には板金も
終わっていない

①指示書発行

②注文書発行

③進捗入力（板金）

④進捗入力(溶接)

⑤外注受入れ

⑥進捗入力(組立)

アクション 進捗状況

作業中

作業中

板金

溶接

○○塗装 完

組立

先行発注（進捗状況を更新しない）で進捗状況はそのまま。

－＞進捗状況が信用できる。

進捗上は変わら
ない

※ 進捗状況を更新しないを既定にもできます

（１／２）
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１０７．注文時に進捗状況を更新しないパラメータ追加

実は、前回の改善「進捗状況を更新しない」には「進捗状況を更新したい時に更新できない」という弱点が見つ
かりました。
今回、「発注状態に更新」という機能が実装され、その弱点が改善されました。

〔これから〕〔これまで〕

C-001

注番 品番 納期 数量 工程

BUHIN-001 12/10 3 板金－溶接－塗装(○○塗装)－組立

①指示書発行

②注文書発行

③進捗入力（板金）

④進捗入力(溶接)

⑤外注出し

⑥外注受入れ

⑦進捗入力(組立)

アクション 進捗状況

作業中

作業中

板金

溶接

溶接

○○塗装 完

組立

（２／２）

⑤外注出し

⑥発注状態に更新

⑦外注受入れ

溶接

○○塗装

○○塗装 完

アクション 進捗状況

「外注」に更新できない

「外注」に更新できる
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１０８．金型マスター管理機能の強加

今回、金型マスター保有情報を拡充しました。

〔これから〕〔これまで〕

タイトル設定可

登録画面

検索画面

登録画面

検索画面

（１／２）
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１０８．金型マスター管理機能の強加

これまでは、１ショット取数、即ち１ショットで何個製作できるか…の設定でした。
これからは、１部品ショット数、即ち１個製作に何ショット必要か…も選択できるようになりました。

〔１部品ショット数〕〔１ショット取数〕

（２／２）

製作部品 ４個/１ショット

１ショット １ショット ２ショット ３ショット ４ショット

製作部品 1個/４ショット
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１０９．仕入れデータの一括変更

今回、受入れ台帳の仕入れデータについて、一括変更が可能になりました。

〔これから〕〔これまで〕

注番 品番 納期 数量 外注先

C-001 BUHIN-001 12/10 3 ○○工業

C-001 BUHIN-002 12/10 2 ○○工業

C-001 BUHIN-003 12/10 1 ○○工業

C-001 BUHIN-004 12/10 5 ○○工業

C-001 BUHIN-005 12/10 1 ○○工業

C-001 BUHIN-006 12/10 2 ○○工業

C-001 BUHIN-007 12/10 3 ○○工業

C-001 BUHIN-008 12/10 4 ○○工業

・

・

・

受入れ台帳

変更対象が10件あれば、
10回の変更操作が必要
でした。

注番 品番 納期 数量 外注先

C-001 BUHIN-001 12/10 3 ○○工業

C-001 BUHIN-002 12/10 2 ○○工業

C-001 BUHIN-003 12/10 1 ○○工業

C-001 BUHIN-004 12/10 5 ○○工業

C-001 BUHIN-005 12/10 1 ○○工業

C-001 BUHIN-006 12/10 2 ○○工業

C-001 BUHIN-007 12/10 3 ○○工業

C-001 BUHIN-008 12/10 4 ○○工業

・

・

・

受入れ台帳

変更対象が10件あって
も、1回の変更操作で
済みます。

外注先

△△工業

△△工業

△△工業

△△工業

△△工業

△△工業

△△工業

△△工業

外注先

△△工業

△△工業

△△工業

△△工業

△△工業

△△工業

△△工業

△△工業

一括
変更

変更可能項目
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１１０．ペーパーレス対応

今回、ペーパーレス対応の一環として、作業指示書ペーパーレス化の仕組みを入れました。
これは、指示書を紙で出力するのではなく、PDFファイルで出力し、それを進捗端末で画面表示できる仕組み
です。

現場

事務所

LAN

現品票
指示書/図面付指示書
検査記録書

指示書/図面付指示書
検査記録書

現品票

LAN

現品票

現品票

PDF

指示書/図面付指示書
検査記録書

PDF
指示書/図面付指示書
検査記録書

（１／２）



現品票

現品票
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１１０．ペーパーレス対応

〔作業指示書ペーパーレス化の運用例〕
現状は、検査記録書への手書き運用を行っている。
しかし、記録後の紙の保管がとても面倒である。
さらに後日その紙を探すとなった場合は気が遠くなるくらい大変である。
そこで、今回のペーパレス対応を利用することにより、この２つの課題解決を試みる。

（２／２）

PDF

①現品票発行

③ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読込み

現場

事務所

作業手配
台帳

②PDF指示書作成

④PDF指示書を開く

Acrobat Reader DC (無償)

作業完了
履歴台帳

⑤PDF指示書に
文字入力

⑥上書き保存

⑦作業完了

⑧PDF指示書を開く

進捗端末で入力された文字

Acrobat Reader DC (無償)
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１１１．ﾒﾓﾘｰ式ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰによる在庫数一括取込み

今回、「ﾒﾓﾘｰ式ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ」による在庫数取込みに対応しました。

〔これから〕〔これまで〕

受注出荷

バーコード

棚卸票

②回収

事務所

現場

人間が数字を読み、その
数字をキー入力するので
入力ミスも多かった。

受注出荷

バーコード
棚札

事務所

現場

USB

在庫台帳
④在庫ﾌｧｲﾙ読込み

①ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ入力
②数字入力 内蔵

ﾒﾓﾘ

メモリー式
バーコード
リーダ

メモリー式
バーコード
リーダ

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ
の移動だけ。

内臓
ﾒﾓﾘ

在庫台帳
③ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ入力
④数字ｷｰ入力

①在庫数記入
（手書き）

誤って別の品番欄に数
字を記入するミスが発生
した。

③移動
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１１２．処理日時(出荷,作業完了,受入れ)の記録

今回、処理日時（出荷、作業完了、受入れ）自動記録に対応しました。
・出荷済台帳…出荷処理日時
・作業完了履歴台帳…作業完了処理日時
・受入れ台帳…受入れ処理日時

これにより、実際に処理作業を行った日時を確認することが出来ます。

〔これまで〕 〔これから〕

出荷

受注台帳 出荷済台帳

出荷日：12/20

現在日：12/17
出荷日は指定日を記録。
実際の処理日時は不明。

出荷

受注台帳 出荷済台帳

出荷日：12/20

現在日：12/17
出荷日は指定日を記録。
実際の処理日時も記録。

処理日：12/17

出荷日：12/20出荷日：12/20
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１１３．スケジュール作成機能の強化 （Ver7.xのみ）

これまでは、日々の予定は作れますが、タイムスケジュールは作成できませんでした。
今回、工程内のタイムスケジュールの作成が出来るようになりました。
管理者がJOBの作業順序を決め、現場にそれを伝達する運用が可能になりました。

〔これまで〕 〔これから〕

これまでも日別・工程別
で作業予定JOBは見えま
した。

しかしJOBの順序を現場に
伝達する機能がなかった。

週（月－金）

時刻

管理者がJOBの順序を
決め、現場に伝達でき
るようになった。

つまんで自在に
移動できます 開始時刻、終了時刻

を設定できます
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１１３．スケジュールの作成 （Ver7.xのみ）

前バージョンで「工程内のタイムスケジュール」は作成できるようになりました。
しかし、１人の作業者が複数の工程を担当するケースでは、ダブルブッキングに気付かずにスケジュールを
作成してしまいます。

工程ガントチャート

UPDATE（7.40）（１／２）

両工程とも作業者Ａ

タイムスケジュール作成

工程内の作業順序は
明確になる

同一作業者のダブルブッキングに
気付かずにスケジュール作成
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１１３．スケジュールの作成 （Ver7.xのみ）

今回、「作業者別のタイムスケジュール」が作成できるようになりました。
これにより、担当別の作業予定を作ることが出来ます。
また、ダブルブッキングも無くなります。

工程ガントチャート

UPDATE（7.40）（２／２）

担当者別タイムスケジュール作成

つまんで自在に
移動できます

開始時刻、終了時刻
を設定できます
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１１４．請求書再発行の追加

今回、入金台帳・出金台帳で「請求書再発行」機能が追加されました。
これまでは、新規も再発行も出荷済台帳・受入れ台帳からの操作が必要でした。
さらに、再発行では、請求日、請求書Noが更新されないように…と注意を要する操作でした。
これからは、再発行は入金台帳・出金台帳からの操作で出来るようになりました。
また、入金台帳・出金台帳の書き換えは発生しませんから、安心して再発行が行えるようになりました。

出荷済台帳

〔これまで〕 〔これから〕

入金台帳・出金台帳 月締請求書

１件選択

N件選択

例えば12月分
で絞り込み

月締請求書

月締請求書

１社選択

締切日選択

月締請求書

請求日、請求書Noが変わる心配
がないので安心して操作できる

注意して操作しないと請求日、
請求書Noが変わってしまう
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１１５．出荷済(売上)データの一括変更

今回、多くのお客様からご要望を頂いていた「出荷済（売上）データの一括変更」が可能になりました。

〔これから〕〔これまで〕

注番 品番 出荷日 数量 納入場所

C-001 BUHIN-001 12/10 3 ○○工場

C-001 BUHIN-002 12/10 2 ○○工場

C-001 BUHIN-003 12/10 1 ○○工場

C-001 BUHIN-004 12/10 5 ○○工場

C-001 BUHIN-005 12/10 1 ○○工場

C-001 BUHIN-006 12/10 2 ○○工場

C-001 BUHIN-007 12/10 3 ○○工場

C-001 BUHIN-008 12/10 4 ○○工場

・

・

・

出荷済台帳

変更対象が10件あれば、
10回の変更操作が必要
でした。

注番 品番 出荷日 数量 納入場所

C-001 BUHIN-001 12/10 3 ○○工場

C-001 BUHIN-002 12/10 2 ○○工場

C-001 BUHIN-003 12/10 1 ○○工場

C-001 BUHIN-004 12/10 5 ○○工場

C-001 BUHIN-005 12/10 1 ○○工場

C-001 BUHIN-006 12/10 2 ○○工場

C-001 BUHIN-007 12/10 3 ○○工場

C-001 BUHIN-008 12/10 4 ○○工場

・

・

・

出荷済台帳

変更対象が10件あって
も、1回の変更操作で
済みます。

出荷日

12/11

12/11

12/11

12/11

12/11

12/11

12/11

12/11

出荷日

12/11

12/11

12/11

12/11

12/11

12/11

12/11

12/11

一括
変更

注文番号

製品名

発注日

出荷日

納期

担当

取引先

図面番号

受注備考1

受注備考2

受注備考3

受注備考4

製品備考1

製品備考2

製品備考3

製品備考4

出荷予定日

取引先担当者

単価

数量

変更可能項目
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１１６．直接、出荷済台帳へのデータ登録が可能に

今回、多くのお客様からご要望を頂いていた「直接、出荷済台帳へのデータ登録」が可能になりました。
これまでは、値引き、配送費、消費税調整など、直接、出荷済台帳に登録する機能がなかった為に、わざわ
ざ受注台帳に登録し、出荷処理し、出荷済台帳に登録する必要がありました。
これからは、出荷済台帳に実装された「追加」「コピー」を利用することで、データ入力作業の軽減が図れます。

〔これから〕〔これまで〕

出荷

受注台帳 出荷済台帳

品番 数量 単価
値引き 1 -380

ﾃﾞｰﾀ登録

〔例〕 値引き入力する場合

品番 数量 単価
値引き 1 -380

品番 数量 単価
値引き 1 -380

品番 数量 単価
A0001 1  15880
値引き 1 -380

請求書

①

②

③

出荷済台帳

ﾃﾞｰﾀ登録 品番 数量 単価
値引き 1 -380

品番 数量 単価
値引き 1 -380

品番 数量 単価
A0001 1  15880
値引き 1 -380

請求書

①

②

コピー利用で手早く
入力できます
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１１７．ﾒﾓﾘｰ式ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰによる出庫数一括取込み

今回、「ﾒﾓﾘｰ式ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ」による材料、購入品の出庫数一括取込みに対応しました。
人間作業を極力少なくすることで、入力ミス防止を期待できます。

〔これから〕〔これまで〕

受注出荷

出庫履歴

②回収

事務所

現場

誤って別の材料の出庫
処理を行ってしまうミスも
発生。

受注出荷

バーコード
棚札

事務所

現場

USB

材料・購入品マスター
④出庫ﾌｧｲﾙ読込み

①ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ入力
②出庫数ｷｰ入力 内蔵

ﾒﾓﾘ

メモリー式
バーコード
リーダ

メモリー式
バーコード
リーダ

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ
の移動だけ。

内臓
ﾒﾓﾘ

材料・購入品マスター
出庫処理
③材料名選択
④出庫数ｷｰ入力

①出庫数記入
（手書き）

誤って別の材料欄
に出庫数を記入す
るミスも発生。

③移動

60

2

材料・購入品
材料・購入品

2

60

人間が数字を読み、その
数字をキー入力するので
入力ミスも発生。
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Ver7.40 相違点説明

１１８．受注台帳で手配前の進捗入力が可能に

これまで、進捗入力は手配済データ（即ち作業手配台帳に登録した後）でしか行えませんでした。
ところが、実際の作業では「設計」・「展開」という工程があり、この後に子部品、使用材料、工程情報などマス
ター登録を行い、手配台帳に登録します。なので「設計・展開工程でかかった時間はメモしておき、手配台帳
登録後に親品番に進捗実績入力」する運用しかありませんでした。
今回、この問題を解決すべく、受注台帳で手配前に進捗入力が可能になりました。

〔これから〕〔これまで〕

品番 品名 納期 数量

HINBAN-1 本体ｶﾊﾞｰ 17/02/21 10

①受注登録

②設計・展開

③マスター登録

④手配
階層 品番 品名 社内納期 手配数 進捗

1 HINBAN-1 本体ｶﾊﾞｰ 17/02/20 10

2 HINBAN-1-01  天板 17/02/15   10

2 HINBAN-1-02  右側面 17/02/15   10

2  HINBAN-1-03  左側面 17/02/15   10

⑤指示書発行

⑥進捗実績入力

かかった時間をメモ

設計･展開

（例）「設計・展開」工程で60分

品番 品名 納期 数量 進捗

HINBAN-1 本体ｶﾊﾞｰ 17/02/21 10

①受注登録

②設計・展開

③マスター登録

④手配
階層 品番 品名 社内納期 手配数 進捗

1 HINBAN-1 本体ｶﾊﾞｰ 17/02/20 10

2 HINBAN-1-01  天板 17/02/15   10

2 HINBAN-1-02  右側面 17/02/15   10

2  HINBAN-1-03  左側面 17/02/15   10

⑤指示書発行

進捗実績入力

設計･展開

（例）「設計・展開」工程で60分



商品名 用途 ﾊｰﾄﾞｳｪｱ
（動作環境）

特徴（進捗を取る） 備考（ﾊｰﾄﾞｳｪｱ等）

進捗を
取る

進捗を
見る

反映 場所 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ
読取り

進捗キット
○ ○

ﾘｱﾙﾀｲﾑ PCまで移
動(※)

外付
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ
ﾘｰﾀﾞｰ

Windowsﾊﾟｿｺﾝ/ﾀﾌﾞﾚｯﾄ（Windows7以降）

(※)無線LANでWindowsﾀﾌﾞﾚｯﾄ利用時は「その場」で入力可能で
す。ただし外付ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰが必要です。

WEB進捗
○ ○

ﾘｱﾙﾀｲﾑ その場 内蔵
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ
ﾘｰﾀﾞｰ

ｶｼｵ製ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ
・IT-G500、DT-5300ｼﾘｰｽﾞ
Windowsﾀﾌﾞﾚｯﾄ/Androidﾀﾌﾞﾚｯﾄでも利用可。
ただし外付ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰが必要。

オフライン進捗
○ -

ｵﾌﾗｲﾝ その場 内蔵
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ
ﾘｰﾀﾞｰ

ｳｪﾙｷｬｯﾄ製ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙ（ﾒﾓﾘｰ式ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ）
・XIT_200_M

ip進捗
○ -

ﾘｱﾙﾀｲﾑ その場 内蔵
ｶﾒﾗ

ｱｯﾌﾟﾙ製ＩOS9.x搭載機種
・iPhone 4S（2011年）以降
・iPad 2（2011年）以降
・iPod touch (5th)（2012年）以降
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Ver7.40 相違点説明

１１９．iPhone等による進捗入力が可能に

今回、iPhone等による進捗入力が可能になりました。 （商品名：iP進捗）
特徴は、内蔵カメラでバーコードを読めること、ハードウェア費が１番安いこと（iPod touchの場合）です。
詳細は、別途「進捗関連商品 説明書」を参照ください。
尚、ご利用には、従来商品と同様、別途ソフトウェアの購入が必要です。

（１／２）
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Ver7.40 相違点説明

１１９．iPhone等による進捗入力が可能に UPDATE（7.40）（２／２）

iP進捗V2がリリースされました。
下記内容が改善されています。

（１）まとめ入力対応
V1では手配毎に進捗入力を行う必要がありました。
V2では複数手配一括での進捗入力が可能になりました。

（２）図面表示（iPadのみ）
V1では手配バーコード読み込みで図面は表示できました。
V2では品番入力で任意の図面が表示できるようになりました。

（３）注文番号で進捗入力
V1では進捗入力は手配バーコード（手配ID）のみでした。
V2では注文番号でも可能になりました。

（４）チェック機構の追加
V2で着完順、完了入力、工程進捗順などチェック機構が追加されました。

（５）画面レイアウトの改善
V2で操作性向上を目指して画面レイアウトを変更しました。
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Ver7.40 相違点説明

１２０．検索全般で空白検索が可能に

これまでは、検索画面で「*」入力により、～に何か入っているデータを抽出することはできましたが、～が空
のデータを抽出することは出来ませんでした。
今回、検索画面全般で空白検索が追加され、～が空のデータも抽出できるようになりました。

受注台帳 検索画面

NEW（7.40）

出荷済台帳 検索画面
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Ver7.40 相違点説明

１２１．検索全般で取引先表示順の範囲検索が可能に

これまでは、取引先１社毎の検索でした。
今回、検索画面全般で取引先表示順の範囲検索が追加されました。
これにより、○○製作所グループで絞り込むことが可能になります。

受注台帳 検索画面

NEW（7.40）

表示順 会社名
111 〇〇製作所 本社
112 〇〇製作所 神奈川
113 〇〇製作所 埼玉
114 〇〇製作所 千葉
115 〇〇製作所 群馬
・
・
・
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Ver7.40 相違点説明

１２２．子品番の社内納期計算の改善

これまでは、親品番の作業開始日の前日が、子品番の社内納期になりました。

（１／２）

〔解説〕

親品番は「抜き」～「梱包出荷」まである。
子品番は「抜き」「曲げ」まで。
子品番は親品番の「溶接」前日までに完成すれば良い。
しかし、現状の子部品の社内納期計算では、それよりも前に完成するような指示が出てしまう。

NEW（7.40）

３日後の完成でも
良いのに…
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Ver7.40 相違点説明

１２２．子品番の社内納期計算の改善

これからは、親品番の途中工程に合流する子品番の社内納期計算が可能になります。

（２／２） NEW（7.40）

〔解説〕
マスター構成情報登録時に親品番が必要とする工程を設定します。
これにより、子品番の社内納期はこの工程開始日の前日となります。

親が必要とする
工程を設定

溶接の前日に
変わりました
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Ver7.40 相違点説明

１２３．購入品の注文納期計算の改善

これまでは、親品番の作業開始日の前日が、購入品の注文納期になりました。

（１／２）

〔解説〕

親品番は「抜き」～「梱包出荷」まである。
購入品は親品番の「組立」前日までに納品されれば良い。
しかし、現状の購入品の注文納期計算では、それよりも前の納期が出てしまう。

NEW（7.40）

４日後の納期でも
良いのに…
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Ver7.40 相違点説明

１２３．購入品の注文納期計算の改善

これからは、親品番の途中工程に合流する購入品の注文納期計算が可能になります。

（２／２） NEW（7.40）

〔解説〕
マスター構成情報登録時に親品番が必要とする工程を設定します。
これにより、購入品の注文納期はこの工程開始日の前日となります。

組立の前日に
変わりました

親が必要とする
工程を設定
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Ver7.40 相違点説明

１２４．外注一式単価の対応

これまでは、外注注文時の単価は１個単価のみでした。
しかし中には「１個いくら」ではなく「１回いくら」の注文もあるそうです。
これからは、一式単価での注文も可能となります。

NEW（7.40）

製品部品マスター 工程情報

作業手配台帳

１式単価です

注文数は１となります
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Ver7.40 相違点説明

１２５．飛び越し進捗入力による途中工程の自動進捗完了

これまでも、飛び越しで進捗を入力することは可能でした。
しかし、途中工程で絞った時に「未着手」か「飛び越し」かが判別できませんでした。

（１／２）
NEW（7.40）

進捗入力
（×が付く）

飛び越し

□途中工程で絞り込み

□品番で絞り込み

「未着手」か
「飛び越し」か
判別不能
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今回、飛び越し進捗入力で「自動で進捗完了」が可能になりました。

Ver7.40 相違点説明

１２５．飛び越し進捗入力による途中工程の自動進捗完了
（２／２）

NEW（7.40）

□品番で絞り込み

進捗入力

自動進捗完了

□途中工程で絞り込み

「未着手」か
「飛び越し」か
判別できる


